
令和２年度　長岡国道事務所工事施工技術発表会

技　術　報　文　集

令和３年　２月

長岡国道事務所工事安全対策協議会

本報文集は、長岡国道事務所工事安全対策協議会を構成する工事受

注者が、長岡国道事務所発注の工事を施工するにあたり、それぞれの工

事で実践した新しい試み（新技術・新工法など）や様々な創意工夫、安全

対策等について取り組んだ事例を技術報文として収録したものです。
これらは各施工現場での取組事例であり、国土交通省の見解や基準を

示すものではありません。



整理
番号

出張所
連番号

テー
マ

課題名（報文タイトル） 工事名（報文対象） 施工業者名 報告者氏名 現場役職

1 三条01 ③
航空写真を利用した作業員への現場説明
性の向上

国道２８９号５号橋梁下部その３外
工事

小柳建設(株) 八木澤　太郎 監理技術者

2 三条02 ④ 鉄筋配置確認写真時の番号札の設置
国道２８９号６号トンネル終点側抗
口部改良外工事

小柳建設(株) 玉木　一徳 監理技術者

3 三条03 ⑦ 点在作業における熱中症対策について
令和元年度国道289号工事用道
路対策外工事

小柳建設(株) 渡邉　彰利 現場代理人

4 三条04 ③
トンネル工事における重機と人の接触災害
防止の取り組み

国道289号3号トンネル工事 戸田建設(株) 中川　大有 現場代理人

5 三条05 ①
低土被り部の盛土施工箇所へのアプローチ
方法について

国道289号4号トンネル工事 佐藤工業(株) 上田　真佐志 現場代理人

6 三条06 ①
ＡＩを活用したトンネル切羽の地山判定シス
テムについて

国道２８９号２号トンネル工事 西松建設(株) 原　圭太

7 長岡01 ② 夜間時における安全対策について
長岡国道管内交通安全施設整備
工事

(株)レックス 高橋　裕文 現場代理人

8 長岡02 ⑥ 大型デザイン看板の設置
ながおか花火館（仮称）駐車場舗
装工事

長岡舗道(株) 高橋　康二
現場代理人
兼監理技術者

9 長岡03 ② 車線変更予告看板、電光標示板での予告
ながおか花火館（仮称）駐車場舗
装工事

長岡舗道(株) 高橋　康二
現場代理人
兼監理技術者

10 長岡04 ③ 足場内密閉空間での熱中症対策について
令和元・２年度新坂井橋塗替塗装
工事

平川塗装(株) 若月　謙二
現場代理人
兼監理技術者

11 長岡05 ⑦
施工点在工事における現場管理業務の効
率化

Ｒ２長岡維持管内冠水対策他工事 (株)加賀田組 阿部　悟 監理技術者

12 長岡06 ④ 狭小箇所の転圧における密度の確保
国道８号福島新田交差点事故対
策工事

(株)北越トラスト 岡　杏治 現場代理人

13 長岡07 ①
ドレーン交換による消雪パイプ端部砂詰ま
りの解消について

長岡維持管内消雪設備修繕工事 越後交通工業(株) 北本　孝平 現場代理人

14 長岡08 ①
クラック注入工における注入材料の品質確
保

Ｈ３１・３２長岡維持管内維持工事 日瀝道路(株) 根本　礼誌 監理技術者

15 長岡09 ①
橋脚補強の施工におけるコンクリートの表
面処理について

令和元・２年度長岡大橋下部補強
工事

第一建設工業(株) 中川　誠
現場代理人
兼監理技術者

16 長岡10 ①
施錠状態の見える化による施錠忘れ防止
について

ながおか花火館電気設備設置工
事

(株)イートラスト 加藤　功弥 現場代理人

17 長岡11 ①
凍結防止剤による塗膜表面の塩分量につ
いて

長岡国道管内道路維持作業（令
和元－３年度）

北陸パブリックメン
テナンス(株)

目黒　太一
現場代理人
兼監理技術者

18 長岡12 ⑦ 現場における熱中症対策
令和元・２年度長岡国道管内冠水
対策工事

(株)北越トラスト 小船井　宏剛
現場代理人
兼監理技術者

19 長岡13 ⑦ 遠隔カメラによる現場確認について
令和元・２年度長倉高架橋外橋梁
補修工事

(株)植木組 野口　恭平 監理技術者

20 長岡14 ① 猪子場新田歩道橋の撤去について
国道8号猪子場新田道路改良その
３工事

小柳建設(株) 牛腸　悠 現場代理人

21 柏崎01 ②
片側2車線道路での車線境界線の施工の
工夫

R2長岡・柏崎維持管内区画線設
置工事

(株)クオンテック 赤澤　勇 現場代理人

22 柏崎02 ① アンカーボルトキャップの取付
令和元年度赤田トンネル非常警報
設備改修工事

(株)宮下電設 反町　亮大 主任技術者

23 柏崎03 ④ トルクアダプターによる端子台のトルク管理
赤田トンネルロードヒーティング設
備改修工事

(株)宮下電設 松井　肇 現場代理人

24 柏崎04 ⑦ エコソーラーカーによる現場休憩所の設置
令和元・2年度 長岡・柏崎維持管
内舗装修繕工事

(株)植木組 河井　大輔 監理技術者

25 柏崎05 ⑤ 乗入れ段差の解消 Ｒ２柏崎維持管内舗装修繕工事 福田道路(株) 竹田　勝哉
現場代理人
監理技術者

26 柏崎06 ② 交通安全 H３１・３２柏崎維持管内維持工事
北陸パブリックメン
テナンス(株)

遠藤　敏夫 現場代理人

27 小出01 ①
脱着式防護柵に係る設置ホールの冬季養
生方法について

Ｈ３１・３２小出維持管内維持工事 (株)星野工業 関矢　康人
現場代理人
監理技術者

28 小出02 ⑦
道路規制作業における予告・規制兼用看板
について

十二沢川橋改良外その２工事 (株)大石組 金子　　満
現場代理人
監理技術者

29 小出03 ⑦ 片側交互通行規制の短縮
令和元年度小出維持管内橋梁補
修工事

(株)文明屋 山井　　猛
現場代理人
監理技術者

30 小出04 ⑦ 熱中症対策の工夫
令和元・２年度新破間橋橋梁補修
工事

伊米ヶ崎建設(株) 森山　　章 監理技術者
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31 小出05 ④ ＩＣＴツールを活用した施工管理の効率化
令和元年度小出維持管内防災工
事

町田建設(株) 町田　栄一
現場代理人
監理技術者

32 小出06 ⑦ 熱中症対策について
令和元・２年度長岡国道管内冠水
対策その２工事

(株)種村建設 高橋　智孝
現場代理人
監理技術者

33 小出07 ⑤
夜間施工での周辺環境対策（無音誘導対
策）について

令和元・２年度湯沢・小出維持管
内舗装修繕工事

(株)種村建設 高野　誠久
現場代理人
監理技術者

34 小出08 ① 地下道消雪設備修繕工について
Ｒ２年度長岡国道事務所管内電気
設備維持修繕工事

(株)宮下電設 坂口　啓悟
現場代理人
主任技術者

35 小出09 ①
取水設備さく井工の揚水試験における水
量・水位の測定について

小出維持管内消雪設備修繕工事 (株)興和 水戸部　将人
現場代理人
監理技術者

36 小出10 ① 無停電電源装置の設置位置に関する工夫
Ｒ２長岡国道管内ＣＣＴＶ設備停電
対策その２工事

(株)宮下電設 清水　　稔
現場代理人
主任技術者

37 小出11 ③ 点在工事における安全管理
Ｒ２長岡国道管内ＣＣＴＶ設備改修
工事

(株)イートラスト 吉田　道明 現場代理人

38 小出12 ⑦ 現場における施工環境改善について Ｒ２小出維持管内舗装修繕工事 長岡舗道(株) 永井　　学 主任技術者

39 小出13 ① 防草対策工の施工について
Ｒ２長岡国道管内冠水対策その３
工事

(株)北越トラスト 佐々木　菜々 現場代理人

40 湯沢01 ① 鉄骨建方安全対策について 二居除雪基地新築工事 (株)森下組 大口　祐樹 現場代理人

41 湯沢02 ① 杭ナビ、快速ナビを活用した出来形管理
国道17号五十嵐入口交差点改良
その２工事

(株)文明屋 岡部勝利
現場代理人
監理技術者

42 湯沢03 ② 小学生通学時の誘導
国道17号五十嵐入口交差点改良
その２工事

(株)文明屋 岡部勝利
現場代理人
監理技術者

43 湯沢04 ② トンネル内の注意喚起
令和元年度芝原トンネル照明設備
改修工事

本間電機工業(株) 佐藤正人 監理技術者

44 湯沢05 ⑦
健康管理を目的とした施工環境改善につい
て

令和元年度長岡国道管内17号ト
ンネル補修工事

(株)文明屋 半沢博士 現場代理人

45 湯沢06 ③ 斫り作業時の飛散防止対策について
令和元年度長岡国道管内トンネル
補修その２工事

(株)文明屋 笛田善行 現場代理人

46 湯沢07 ①
既設物寸法測定及び新設構造物寸法の決
定における３次元データの活用

令和元年度湯沢維持管内防災そ
の２工事

町田建設(株) 鈴木道廣 監理技術者

47 湯沢08 ①
UAV飛行ミッション作成による定点斜面点
検

R2年度長岡国道管内斜面雪処理
作業

町田建設(株) 町田敬 現場代理人

48 湯沢09 ⑦
切削オーバレイにおける施工タイムスケ
ジュールの短縮について

R2湯沢維持管内舗装修繕工事 (株)種村建設 種村弘 現場代理人

49 湯沢10 ①
急勾配法面における張りコンクリート施工の
工夫について

R２湯沢維持管内堆雪帯設置及び
防雪工事

町田建設(株) 青木祐作 現場代理人

50 湯沢11 ②
走行速度抑制を目的とした自動車速度測定
システムの設置について

Ｒ２湯沢維持管内スノーシェルター
外補修工事

(株)文明屋 田村孝之 現場代理人

51 湯沢12 ① トンネル内区画線施工上の工夫
Ｒ２湯沢・小出維持管内区画線設
置工事

(株)クオンテック 宮崎薫 現場代理人

52
事業対策

官01
③ 新型コロナウイルス対策について

国道17号小栗山地区改良その１４
工事

(株)種村建設 今井　誠
現場代理人
監理技術者

53
事業対策

官02
④

トンネル掘削及び覆工コンクリートの出来形
管理について

国道17号虫野トンネル工事 (株)植木組 本田　崇 監理技術者

54
事業対策

官03
④ 堤冠コンクリート打設における工夫

国道253号欠之上第２渓流堰堤外
その２工事

(株)森下組 荒川　勇
現場代理人
監理技術者

55
事業対策

官04
⑥ イメージアップについて

国道17号大浦地区改良その４工
事

伊米ヶ崎建設(株) 奥村　圭太 現場代理人

56
事業対策

官05
③ 防犯対策カメラの設置 国道17号三用川橋上部工事 川田工業(株) 長谷川　孝一 現場代理人

57
事業対策

官06
⑥ 高校生のICT施工現場見学会

国道17号余川地区改良その３工
事

(株)北越トラスト 岡田　哲也 監理技術者

58
工務建専

官01
① ＩＣＴ盛土における余裕幅の構築について

国道８号宝田－茨目地区道路改
良工事

(株)大石組 田中　興次
現場代理人・
監理技術者

59
工務建専

官02
③ 工事における熱中症への取り組みについて

国道１７号和南津地区改良その３
工事

(株)種村建設 山本　和男 監理技術者

60
工務建専

官03
⑦ トンネル切羽安定度の予測について

国道８号柏崎トンネル（山岳部）工
事

安藤ハザマ・植木
特定建設工事共
同企業体

三沢　良太 現場代理人





分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：三条０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 航空写真を利用した作業員への現場説明性の向上 

工 事 名 国道２８９号５号橋梁下部その３外工事 

施 工 業 者 名 小柳建設株式会社 

報 告 者 名 八木澤 太郎（やぎさわ たろう）〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
橋台工  １式 

深礎工   ６本 

 橋台躯体工 １式 

 

報文概要 

 

 ４箇所施工箇所があり、それぞれ急峻な地形であることと、用地に注意しな

ければいけない箇所であったことから、航空写真を利用し協力業者作業員へ現

場説明を行った。 

 

実施内容 

 

 当工事は４箇所施工箇所があり、すべてが急峻な場所での施工で、

用地侵害の恐れがある箇所でもありました。福島側の工区は現場事務

所から遠く、新規業者が簡単に現場を見にことができませんでした。

5 号橋梁Ａ２での施工は、見通しの悪い信号機設置区間での施工であ

り作業員には、施工前に現場状況を周知させる必要がありました。 

広範囲に点在している工事の現場状況を作業員に説明する為、ドロー

ンによる航空撮影を行い、写真を利用して協力業者へ現場説明を行い

安全対策を行いました。 

 

 

実施結果 

 

 航空写真を利用した現場説明を行うことにより、協力業者にわかり

やすく説明することができました。福島側の工区では、他工事が隣接

工事を行っていましたが、無事故で完了することができました。用地

境界付近での作業もありましたが、用地侵害をすること無く終えるこ

とができました。 

施工箇所以外にも、工事用道路の写真を利用して他工事の施工状況・

注意点を指示し、安全に工事用道路の通行をすることができました。 

 遠隔地での施工箇所は、事前に航空写真で説明することにより現場

へ行って説明する回数が減り、移動時間減による職員の作業時間に確

保ができました。 

 

 

 

 

 



    【５号橋梁Ａ２】 

 

    

 

   【5号橋梁Ａ１】 

    



   【叶津地区 １号流路】 

    

 

   【叶津地区 ７号橋梁】 

    

 





分類区分 ④施工管理 

【担当出張所等：三条０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 鉄筋配置確認写真時の番号札の設置 

工 事 名 国道２８９号６号トンネル終点側坑口部改良外工事 

施 工 業 者 名 小柳建設株式会社 

報 告 者 名 玉木一徳（たまきかずのり）〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
【６号トンネル坑口】掘削 １式、置換コン 690m3、作業構台工 １式   

 【６号橋梁】PC橋工 １式 【２号盛土】地盤改良工 １式 【２号流路】盛

土工 １式、コンクリート擁壁工 １式、法面工 １式 

 

報文概要 

 

 構造物工の鉄筋において、配筋間隔等を写真撮影し記録しますが、アップ写真

などではどこの位置か判別しづらいため、端部から番号札を付け写し込みするこ

とで、どの位置の写真か判別できるよう工夫した。また、全景を撮ることにより

本数の確認も可能とした。 

 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名 ②

項　　　目 創意工夫 評価内容

提案内容

（説明）

(添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

創意工夫・社会性等に関する実施状況

国道２８９号６号トンネル終点側坑口部改良外工事

施工

鉄筋配置確認写真時の番号札の設置

　　　　　　構造物における配筋ピッチの写真を撮る際、どの部分の写真か判別が難しいため

　　　　　配筋端部を基準に番号札を設置し、アップ写真でもどの箇所のピッチか解るよう番号札

　　　　　を写し込み撮影を行った。

　　　　　　写真は記録であるため、後々の検証で役に立つことがあると思います。

地覆鉄筋全景

アップ写真



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：三条０３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 点在作業における熱中症対策について 

工 事 名 令和元年度国道289号工事用道路対策外工事 

施 工 業 者 名 小柳建設株式会社 

報 告 者 名 渡邉 彰利 （わたなべ あきとし） 〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
道路土工：1式  仮橋・仮桟橋工：1式  工事用道路維持工：1式 

6号大盛土：1式  N9管理用道路工：1式 

 

報文概要 

 

本工事は、新潟県三条市塩野淵地区から福島県只見町叶津地区までと広く、工

事個所が点在する。携帯可能な黒球式熱中症指数計「熱中症アラーム」を使用

することにより、熱中症対策を行った。 

 

 

実施内容 

 

各作業グループ毎に黒球式熱中症指数計を配布することにより、リア

ルタイムで熱中症指数の確認ができ、熱中症チェックシートの併用

で、熱中症指数の状況に応じた水分・塩分の補給、休憩を取り、熱中

症予防に努めた。 

 

実施結果 

 

熱中症による体調不良者出すことなく工事を終えることができた。 

 

 

 

黒球式熱中症指数計 活用状況 

                                      

                                       

                                       

 

 

 



熱中症予防チェックシート 

 

 



分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：三条０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トンネル工事における重機と人の接触災害防止の取り組み 

工 事 名 国道289号3号トンネル工事 

施 工 業 者 名 戸田建設株式会社 

報 告 者 名 中川 大有（なかがわ だいゆう） [現場代理人] 

工 事 概 要 
トンネル工 L=157m 

トンネル仮設工 1式 

盛土工   10,000m3 

 

報文概要 

 

・比較的小断面におけるトンネル工事にて、重機と人との接触災害防止のため、

各種警報センサーやカメラ、ライト等をトンネル重機に搭載した。また、インカ

ムによる通信合図方式を導入した。 

 

 

実施内容 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

実施結果 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2) 【別紙】

工　事　名
項　　　目 創意工夫 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

創意工夫・社会性等に関する実施状況

国道289号3号トンネル工事
安全

トンネル坑内における接触災害防止の取り組み

（説明）
　比較的小断面であるトンネル坑内では、重機と人との接触災害のリスクが高くなる。本工事のトンネル掘
削において使用するトンネル掘削機械(ドリルジャンボ、吹付機、ホイールローダー、バックホウ、ダンプト
ラック、生コン車）には、後方確認カメラ、後方警報用のフラッシュライト及びブザーを設置した。　バックホ
ウ、ホイールローダー等の転回する機械には、人の接近を知らせるICタグ警報装置を搭載した。また、ド
リルジャンボや吹付機等の周囲の確認が難しい大型機械には360°ビューモニターを設置し死角の低減
を図った。また、オペレーターと作業員の合図のやり取りにインカム式のマイクを使用し、意思疎通の不
足による接触災害の防止を図った。以上の取り組みにより、無災害でのトンネル掘削が達成された。

警報用フラッシュライト

警報用ブザー
後方カメラ

(ビューカメラ)

写真1 ドリルジャンボ 後方安全装置

写真2 インカム無線

図1 360°ビューモニター

図2 作業員検知システム

ICタグ

警報ランプ

側方カメラ
モニター



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：三条０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 低土被り部の盛土施工箇所へのアプローチ方法について 

工 事 名 国道289号4号トンネル工事 

施 工 業 者 名 佐藤工業株式会社 

報 告 者 名 上田 真佐志(うえた まさし)[現場代理人] 

工 事 概 要 
トンネル工一式(延長L=178m(明かり巻きL=11.0m、坑門工を含む)) 

スノーシェッド下部工 1式 

 

報文概要 

 

本トンネルは到達側坑口から、約 50m 手前に低土被り部があり、本坑掘削前に

改良土による盛土を施工する必要があった。しかし、当該箇所への明り部からの

アクセス道路が設置不可能であったため、先進導坑掘削工法(機械掘削 NATM 工法)

を採用して、トンネル内からのアプローチで対応した事例について報告する。 

 

 

 

 

実施内容 

 

先進導坑の採用においては、大幅な工期の延伸および、著しい工事費

の増大とならないように計画した。掘削断面は、本坑掘削で使用してい

る機械で施工可能な大きさで、低土被り部掘削時の影響を低減するため

極力小さい断面とした。断面の配置は、掘削によるロスが生じないよう

に本坑断面内とし、土被り厚さがなるべく確保できるように最も低い位

置となる 1 次インバート底盤上に設置する底設先進導坑とした。この計

画により、先進導坑の最小被りは肩部で約 2.5m 確保した。 

先進導坑貫通後に到達側坑口から低土被り部への工事用道路を取り

付け、改良土を運搬し、盛土を施工した。 

 

 

 

実施結果 

 

低土被り部における先進導坑掘削、盛土の施工と本坑拡幅掘削は、事

前地質調査における物性値を使用した解析により、安全性を確認した。

実施工においても、大きな変位、変状を生じることなく本坑拡幅掘削ま

で完了している。当該区間は崖錐堆積層であり、1次インバート部まで

下げた底設導坑の影響で、施工時の路盤が泥濘化し、全線敷鉄板を使用

した路盤対策を必要としたが、明り部からのアクセスが不可能な盛土施

工のアプローチ方法として、効率的な手法であり、類似工事の参考にな

るものと思われる。 



 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本線 

 

図-1.平面図に、本坑、先進導坑、

明り部工事用道路、低土被り部盛土

箇所の位置を示す。到達側坑口付近

は急峻な地形と用地の関係で、谷筋

からのアクセス道路が設置出来ない

状況である。 

図-2.地質縦断図に、トンネルおよ

び、低土被り盛土の位置を示す。先

進導坑の開始位置は低土被り盛土の

影響範囲(45°)と導坑断面の交差位

置から決定した。到達側坑口の下半

盤と盛土施工箇所の高低差は約 13m

あるため、工事用道路勾配は 25％と

なる。盛土材の運搬はキャリーダン

プを使用した。 

掘削方向 

 

低土被り部 

 

起点側坑口 

 

低土被り部 

盛土施工箇所 

明り部 

工事用道路 

先進導坑掘削区間 

L=58.0m 
本坑掘削区間 

 

図-1.平面図 

古期崖錐堆積層 

 

崖錐堆積層 

 

図-2.地質縦断図 

 

写真-1.盛土状況 

 

写真-1.盛土完了 

 



写真-3.掘削状況(ツインヘッダ) 

 

写真-4.ロックボルト施工状況 

(2B2B 全油圧ジャンボ) 

 

                

 図-3に先進導坑の配置位置を示す。本坑掘削断面は上下半59.8m2、インバート11.8m2

であり、合計71.6m2である。先進導坑断面は、全断面で30.0m2である。掘削機械のベー

スマシン(0.8m3級)のツインヘッダとベースマシン(0.45m3級)の油圧ブレーカを併用し

た。ずり出しはホイールローダ(2.4m3級)で導坑内を運搬し、本坑断面部で、ダンプト

ラック(10t)に積み込み坑外へ運搬した。図-4に低土被り部横断図を示す。先進導坑の

最小土被りは天端～肩部にかけて、約2.5mであった。導坑掘削時、盛土施工時、本坑拡

幅掘削時の地山および支保構造の安定性を事前に解析により確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

  

写真 3、写真 4 に先進導坑の施工状況を示す。本

坑掘削機械が施工する限界の断面である。ただし、

コソク、アタリ取り用の油圧ブレーカは本坑で使用

するベースマシン(0.8m3 級)では、可動できなかった

ため、別途ベースマシン(0.45m3 級)を導坑用に導入

した。写真 5 に泥濘化対策を示す。崖錐堆積層の地

質性状と湧水の影響で、泥濘化が著しかった。底設

導坑とし、何度も路盤を入れ替えたため、特に影響

が大きかった。 

 

    

 

低土被り部盛土 

 先進導坑掘削時 

最小土被り 2.5m 

本坑断面 

A=71.6m2 

導坑断面 

A=30.0m2 

図-3.標準断面図 

 

図-4.低土被り部横断図 

 

写真-5.敷鉄板による泥濘化対策 

 





分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：三条０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル ＡＩを活用したトンネル切羽の地山判定システムについて 

工 事 名 国道２８９号２号トンネル工事 

施 工 業 者 名 西松建設株式会社 

報 告 者 名 原 圭太 

工 事 概 要 
トンネル本体工L=496m トンネル掘削工L=496m  明り巻L=8m

坑門工1式  覆工コンクリートL=496m インバートコンクリ

ートL=496m 地覆工L=379m  高欄工L=429m 橋面舗装A=15

10m2 

 

 

報文概要 

 

トンネル切羽の地山判定は、目視等で切羽観察を行い、その

評価に基づき判定する。その評価判定は観察者の判断に委ね

られ、評価結果にばらつきがあるため、当社開発中のＡＩ切

羽評価システムの現場実証を行いながら、継続的にシステム

を改善し、安全性の確保及び正確な地山判定を図った。 

 

 

 

実施内容 

 

２８９号２号トンネル工事入手にあたり、技術提案と

して『先端技術（ＡＩ等）を活用したトンネル切羽の

地山判定手法』を提案した。 

導入したＡＩ切羽評価システムの現場実証試験を行

いながら継続的にシステムを改善し、工程遅延の防

止、安全性の確保及び正確な地山判定を目的に、実施

結果を報告するものである。 



１ 計画概要 
 

トンネル切羽の地山判定は、掘削直後に作業を止めて無支保の状態で切羽観察を行い、切羽評価点
を算出するため、工程遅延や安全性に課題があった。また、切羽の評価項目は、個別に目安となる判
断基準が設けられているものの、その評価の判定は観察者の感覚に委ねられ、評価結果にばらつきが
ある。 
 このため、本工事においては、当社開発中の AI 切羽評価システムの現場実証を行いながら
継続的にシステムを改善し、工程遅延の防止、安全性の確保および正確な地山判定に対する
効果の確認と課題の抽出を行う。  
 
 
２ 「AI 切羽評価システム」の概要 
 
 AI 切羽評価システムは、以下の 4 つのシステムを統合したもので、サンプルデータ（以下、教師デ
ータ）からディープラーニングにより判定基準（以下、学習モデル）の構築と更新を行い、切羽画像
から切羽の地山判定を自動で行うシステムである（図-1）。 
 

❶AI データ管理システム 
教師データ（切羽画像、切羽観察記録及び地山強度データ）を基に、学習モデルの構築と更新

を行うシステム。システムの管理は当社技術研究所で行い、クラウドサーバーを介して現場とデ
ータ（学習モデル・教師データ）を共有する。 

❷地山判定システム 
❶AI データ管理システムで構築された学習モデルを使用して、実際の切羽の評価を行うシステ

ム。切羽画像（インプット）を読み込み、切羽評価点（アウトプット）を出力する。目視で判定
した切羽評価点も入力可能であり、その情報は❶AI データ管理システムにおいて、学習モデルの
更新に使用する。システムは携帯端末（タブレット）で操作でき、現場にて使用する。 

❸切羽画像変換システム 
実際に取得した切羽画像を、「錯視誘発画像特徴強調・判読支援システム（VIS）」（写真-1

）を利用して、切羽面の凹凸、岩盤の割れ目間隔及び湧水の状況等を判読しやすい画像に変換（
鮮鋭化処理）するシステム。切羽画像は本システムで変換した後に、❶AI データ管理システムの
教師データ及び❷地山判定システムのインプットデータとして使用する。 

❹地山強度評価システム 
自由断面掘削機における掘削データから、地山強度を面的に把握するシステム（J-DRISS（仮

称）※1）。数多く実績があり高精度で地山強度を推定できる切羽前方探査「DRISS」をベースと
して開発中である。得られた地山強度データは❶AI データ管理システムの教師データとして使用
する。 

※1：J-DRISS（図-2） 
・自由断面掘削機の掘削データ（掘削抵抗値、掘削位置、掘削時間）から掘削体積比エネ

ルギー（MJ/m3）を算出し、換算式から地山強度（MPa）を算出する。掘削作業を止め
ることなく地山強度を面的に把握できる。 

・発破掘削では、装薬孔を利用した切羽前方探査「DRISS」（既存技術）で地山強度を面
的に把握できたが、機械掘削においては、別途前方探査を行う必要があった。 

            
 
 
 
 
 
 

図-1 AI 切羽評価システムの概要 
 
 
 
 
 
 
 

       図-2 J-DRISS による地山強度分布の出力例     写真-1 錯視誘発画像特徴強調・判読支援システム 
 

 



３ 現場実証の方法 
 

本工事では、現場特性を考慮し、以下の手順で AI 切羽評価システムの現場実証を行い、PDCA サ
イクルにより継続的な改善を図るとともに、工程遅延の防止、安全性の確保及び正確な地山判定に対
する効果の検証と課題の抽出を行う。 
◆現場実証の手順 
準備・計画（Ｐ） 
① 初期教師データの準備 

本トンネルの地質は、軽石質凝灰岩及び流紋岩が主体である。初期の学習モデルを構築するため
の初期教師データとして、施工箇所が近く、地質が類似する国道 289 号 7 号トンネル工事（北陸地
整、当社施工）の切羽画像、切羽観察記録及び地山強度データ（当現場で実施した切羽前方探査「
DRISS」のデータ）を使用した。切羽画像に対しては、➌切羽画像変換システムにより鮮鋭化処理
を行う。 

② 初期学習モデルの構築 
初期教師データから➊AI データ管理システムにより初期学習モデルを構築する。初期学習モデル

の構築は、当社技術研究所の AI 専門技術者及び地質専門技術者が実施した。 
現場への導入（Ｄ） 
③ 地山強度の評価 

自由断面掘削機による掘削データを取得し、➍地山強度評価システムにより切羽全面の地山強度
を算出した。（写真-2，3，4，5） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真-2 由断面掘削機による掘削状況    写真-3 断面掘削機による掘削状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   写真-4 自由断面掘削機 制御モニター1   写真-5 自由断面掘削機 制御モニター2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3Ｊ-DRISS による地山強度分布の出力結果 



 
④ インプットデータの取得 

切羽掘削完了後、タブレット端末にて切羽の撮影（800 万画素以上）を行い（写真 6）、➌切羽画
像変換システムにより鮮鋭化処理を行う。（写真 7，8） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-6 切羽撮影状況（タブレット）       写真-7 切羽画像変換         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                鮮鋭化処理 
 
 

 
   切羽画像（元データ）                 変換画像 
 

写真-8 切羽画像変換システム 
 

 
⑤ アウトプットデータ（切羽評価点）の出力 

切羽画像データ（変換済み）を➋地山判定システムに読み込み、構築した学習モデルから 9 項目
の切羽評価点を 4 段階で自動評価し、出力する（約 60 秒）。（図-4） 

 
 
                     職員による目視判定：青枠 
                     通常画像からＡＩによる自動判定：● 
                     変換画像からＡＩによる自動判定：ＶＩＳ 
                        
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 アウトプットデータ出力画面（タブレット画面） 
 
 



 
検証（Ｃ） 
⑥ 切羽観察（目視）による切羽評価 

目視等による通常の切羽観察（1 回/日）を実施して切羽評価点を算定し（図-5，6）、➋地山判定
システムの出力結果と比較する。職員とＡＩの比較（的中率及び出力結果の傾向）を取りまとめた
。（表-1，2，図-7，8） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                図-5 切羽観察表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 図-6 切羽評価表 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-1 集計月ごとの AI の正解率（通常写真） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
         表-2 集計月ごとの AI の正解率（VIS 写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 7 集計月ごとの AI の正解率（通常写真） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 2 集計月ごとの AI の正解率（VIS 写 

   図 8 集計月ごとの AI の正解率（VIS 写真） 



⑦ 評価・分析 
当社の施工専門部会（トンネル委員会）の有識者、技術研究所の AI 専門技術者・地質専門技術

者及び現場の監理技術者による AI 切羽評価システム検証会議（TV 会議）を 1 回/月の頻度で実施
した。また、学習モデルの妥当性の評価と AI 切羽評価システムの修正の方針の決定を行った。（
写真-9） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              写真-9 ＴＶ会議実施状況 
 

フィードバック（Ａ） 
⑧ 学習モデルの更新 

目視等による通常の切羽観察による切羽評価点を、➊AI データ管理システムに登録し、繰り返し
学習させることにより当初より、的中率が向上していることがわかる。また、終盤においては的中
率が高く、職員とＡＩの見解がほぼ同等まで向上した。 

⑨ システムの改善 
検証会議の結果に応じて、技術研究所の AI 専門技術者・地質専門技術者は、システムの修正を

行った。 
⑩ 今後の活用に向けての展開 

工事開始時に、工程遅延の防止、安全性の確保及び正確な地山判定に対する中・長期的な目標を
設定し、掘削完了後に実施する AI 切羽評価システム検証会議にて、それぞれの目標に対する成果
と課題及び今後の活用を踏まえた方針を以下に取りまとめた。 

 
 

○「工程遅延の防止」に関する目標 

・掘削作業を止めることなく支保パターンを選定できるシステムを構築する。 

成果：短時間で切羽評価が可能なシステムを構築・運用することができた。 

課題：AI の正解率が向上するまでは職員も切羽評価を行う必要があり、現状では切羽観察の

時間を短縮できていない。また、現状のシステムでは評価区分を判定する機能まで実

装されているため、今後は支保パターンを判定する機能も実装する必要がある。 

 

○「安全性の確保」に関する目標 

・地山の変形予測が行えるよう AI 切羽評価システムを拡張する。 

成果：変形予測に関する成果はない。 

課題：今後は、A 計測データを加味した AI を構築するとともに、地山変形予測システム

「PAS-Def」（当社開発）との連携を実施する必要があると考えられる。 

・AI 切羽評価システムを拡張して、肌落ちや崩落の危険性を評価するシステムを構築する。 

成果：肌落ちや崩落に関する成果はない。 

課題：肌落ちの可能性を算出できるシステムとする必要があると考えられる。 



○「正確な地山判定」に関する目標 

・全国のトンネル現場の切羽評価データを収集・一括管理し、あらゆる地質に対応したシステム

を構築する。 

成果：本トンネルで切羽評価データを収集することができた。 

課題：正解率には課題が残るため、他トンネルにおいてもデータ収集を継続する。 

・機械掘削における J-DRISSや発破掘削におけるDRISSの掘削データを教師データとすることで、

AI を用いた際の切羽評価（圧縮強度）の評価精度を向上させる。 

成果：本トンネルで J-DRISS に関するデータを収集することができた。 

課題：DRISS や J-DRISS に関するデータ数は特に少ないため、他トンネルにおいてもデータ

収集を継続する必要がある。 

・切羽評価（切羽画像撮影）を省人化する。 

成果：短時間で切羽評価が可能なシステムを構築・運用することができた。 
課題：AI の正解率が向上するまでは職員も切羽評価を行う必要があり、現状では切羽観察の

時間を短縮できていない 
 
 
 

 以上のことを課題としており、本格的な導入にはデータ収集が要となる。今回採取したデータ
が基盤となり、今後のトンネル掘削時には、同様なデータ収集を行いながらＡＩツールを有効利
用し、更なる向上を目指す。また、ＣＩＭとの連携を図ることにより、より安全に、経済的かつ
効率的なトンネル掘削が期待できる。 

 



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：長岡０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 夜間時における安全対策について 

工 事 名 長岡国道管内交通安全施設整備工事 

施 工 業 者 名 株式会社レックス 

報 告 者 名 高橋 裕文(たかはし ひろふみ) 〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
道路改良 1式 

防護柵工 1式 

標識工  1式 

道路付属物復旧工 1式 

 

報文概要 

 

・国道 8 号寺島交差点の道路改良において、比較的交通量の有る夜間規制時に交

通誘導員への安全対策を留意する必要があった為、ヘルメットに取付可能な LED

ライトを装着し、一般のドライバーが遠方から規制を確認出来るよう安全対策に

取り組んだ。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 創意工夫 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

（説明）
国道8号(上り線)寺島交差点付近での夜間車線規制時、直進道路でスピードの出やすい区間な為、規
制設置時・規制中も危険が伴う可能性があった。
交通誘導員のヘルメットに360°どこからでも確認可能なLEDライト装着し、遠方から来るドライバーに注
意喚起を行えるようにした。
この結果、一般車が規制に気づき、早めに車線移動を行っていると実感した。

(添付図）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

安全衛生
夜間時における安全対策について

長岡国道管内交通安全施設整備工事

ヘルメットLED未着用

ヘルメットLED着用

ヘルメットLEDと光る誘導棒(通常より太いタイプ)



分類区分 ⑥イメージアップ 

【担当出張所等：長岡０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 大型デザイン看板の設置 

工 事 名 ながおか花火館（仮称）駐車場舗装工事 

施 工 業 者 名 長岡舗道株式会社 

報 告 者 名 高橋 康二（たかはし こうじ） 〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
駐車場内 アスファルト舗装工 Ａ=8110m2 排水構造物工 1式 

     道路土工 1式 配電線設備工 1式 ほか 

交差点部 切削オーバーレイ Ａ=6140m2 排水構造物工 1式       

舗装打換え工 1式 標識工 1式 ほか 

 

報文概要 

 

 現場事務所南面へ大型デザイン看板の設置を行った。夜間時は LED ライトにて

ライトアップし、花火の看板をより際立たせる工夫も行った。 

 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

  別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工 事 名 ながおか花火館（仮称）駐車場舗装工事 5/11

項 目 評 価 内 容

提 案 内 容

( 説　明 )

( 添付図 ) 　

夜間時

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別様とする。

創意工夫・社会性等に関する実施状況(説明資料)

　社　会　性　等 地域への貢献等

　大型デザイン看板の設置

　現場事務所南面へ大型デザイン看板の設置を行った。夜間時はＬＥＤライトにてラ
イトアップし、花火の看板をより際立たせる工夫も行った。事務所周辺はショッピン
グモールがあり、一般の方へのＰＲにも効果があったと思われる。



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：長岡０３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 車線変更予告看板、電工標示板での予告 

工 事 名 ながおか花火館（仮称）駐車場舗装工事 

施 工 業 者 名 長岡舗道株式会社 

報 告 者 名 高橋 康二（たかはし こうじ） 〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
駐車場内 アスファルト舗装工 Ａ=8110m2 排水構造物工 1式 

     道路土工 1式 配電線設備工 1式 ほか 

交差点部 切削オーバーレイ Ａ=6140m2 排水構造物工 1式       

舗装打換え工 1式 標識工 1式 ほか 

 

報文概要 

 

 中央分離帯の工事を行う際、車線変更をし、中央分離帯の施工スペースを確保

する必要があった。通常看板での予告であると国道を走るドライバーからはどう

しても確認が不十分になってしまうと考え、電工標示板 3台での車線変更予告を

行った。 

 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

  別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工 事 名 ながおか花火館（仮称）駐車場舗装工事 7/11

項 目 評 価 内 容

提 案 内 容

( 説　明 )

( 添付図 ) 　

1台目 2台目

3台目

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別様とする。

創意工夫・社会性等に関する実施状況(説明資料)

　創 意 工 夫 安 全 衛 生

　車線変更予告看板、電工標示板での予告

　本工事は中央分離帯の工事を行う際、車線変更をし、中央分離帯の施工スペースを確保する必要が
あった。通常看板での予告であると国道を走るドライバーからはどうしても確認が不十分になってしま
うと考え、電工標示板3台での車線変更予告を行った。1台目【この先2月下旬】、2台目【車線変更】、
3台目【ご協力お願いします】というように1台ずつ簡潔な文面でセット、3台を等間隔に設置し、ドラ
イバーから確認しやすくなるよう工夫を行った。又、電工標示である為、夜間時もドライバーへ予告が
出来ることから、確実に予告情報としては通常看板よりも効果があった。



分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：長岡０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 足場内密閉空間での熱中症対策について 

工 事 名 令和元・２年度新坂井橋塗替塗装工事 

施 工 業 者 名 平川塗装株式会社 

報 告 者 名 若月 謙二（わかつきけんじ）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
橋梁塗装工（Ｒc－１）４３９４m2 

橋梁塗装工（金属溶射）２０基 

運搬処理工 １式 

仮設工 １式 

 

報文概要 

 

本工事では、有害塗膜かす及びブラスト研削材等を外部へ流出させないため、足

場は板張及びシート張で防護し、密閉空間となっています。その足場内での６月

～９月の夏期期間には、気温が高くなり、密閉されているため通風しないことか

ら、熱中症になる危険が高くなります。 

そこで熱中症対策を実施しました。 

 

実施内容 

 

 

 別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

実施結果 

 

 

 別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

  別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工 事 名

項   　目 評価内容

提案内容

（説　明）

（添付図）

　足場内密閉空間での熱中症対策について

創意工夫・社会性に関する実施状況

令和元・２年度新坂井橋塗替塗装工事 ／

創意工夫 安全衛生

本工事では、有害塗膜かす及びブラスト研削材等を外部へ流出させないため、足場は板張及びシート張で防護
し、密閉空間となっています。その足場内での６月～９月の夏期期間には、気温が高くなり、密閉されているため
通風しないことから、熱中症になる危険が高くなります。
そこで熱中症対策を実施しました。
・実施内容
　１．足場内の温度を下げるため、上り線と下り線に移動式クーラーを計２台設置し、風管により足場内へ冷却さ
　　　れた空気を送りました。
　２．作業員の体感温度を下げるため、冷却ベストの着用を実施しました。
　　　設置したｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰからのｴｱが冷却器を通ることにより冷却され、そのｴｱがﾍﾞｽﾄの穴から放出されます。
・実施結果
　移動式クーラーを設置し、足場内に冷却された空気を送ったことにより、足場内の温度は足場外よりも５．２℃
　下がりました。湿度も７％低くなるため、体感的には涼しく感じました。
　熱中症対策を実施した結果、具合の悪くなる作業員はなく快適に作業をすることができました。休憩頻度・時間
　は通常と変わらず、作業効率は低下せず工程は順調に進捗しました。
　湿度も下がるため、塗装作業時の高湿度での作業中止はなく、湿度管理上でも大きな効果がありました。

写真１ 移動式クーラー設置状況（上り線）

写真３ 足場外 写真４ ほぼ同時刻足場内

写真２ 移動式クーラー設置状況（下り線）

移動式クーラー

風管

風管

移動式クーラー



写真５ 冷却ベスト 写真６ 冷却器

写真７ 着用状況





分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：長岡０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 施工点在工事における現場管理業務の効率化 

工 事 名 Ｒ２長岡維持管内冠水対策他工事 

施 工 業 者 名 株式会社 加賀田組 新潟支店 

報 告 者 名 阿部 悟（あべ さとる）〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
【滝谷工区】切削オーバーレイ(昼間)A=14,570m2、防草コンクリートA=890m2 

【喜多町工区】切削オーバーレイ(夜間)A=8,090m2 

【宮本東方工区】切削オーバーレイ(夜間)A=7,860m2 

【妙見工区】切削オーバーレイ(夜間)A=12,80m2 

 

報文概要 

 

 本工事は国道 8 号、17 号 4 工区にわたり昼夜間施工を行った。工区

は点在しており、工程も重複していたため、その全てに現場事務所を設

置することはできなかった。しかし、日々の施工管理業務においてパソコン

等オフィス機器の使用は必要不可欠であり、内業のため点在した施工箇所から

現場事務所へ移動することは時間的コストが多く費やされることが懸

念された。 

また、同時施工が原因で若手社員と別々の工区にて施工管理を行う必

要があったが、携帯電話にて実施される報告・連絡・相談では適切な対

処が行われないことが懸念された。 

そこで、移動事務所車(オフィスカー)や遠隔作業支援システム(GENBA

コネクト)を採用した。移動時間の短縮により効率的な施工管理を行う

ことで生産性の向上を図った。 

 

実施内容 

 

 ボックスタイプの移動事務所車(オフィスカー)を採用し、現場での

事務作業が可能となるようにした。同時に、モバイル Wi-Fi を併用

することでネットワーク環境も整え、ASP の使用、メールの送受信は

もちろんのこと、クラウドを利用した施工管理ソフトの使用も可能

となった。 

 遠隔作業支援システム(GENBA コネクト)を採用し、若手社員と現場事

務所とがリアルタイムに音声、画像を共有できるようにした。あわ

せて、支店に所属する社員とも画像を共有することで、より充実し

た現場管理業務支援体制を確立した。 

 

実施結果 

 

 オフィスカーの採用により事務作業のための移動時間が削減され施

工管理業務の効率化が図られた。(最大 1 日当り・1 時間半の短縮) 

 GENNBA コネクトの採用により、現場確認作業のための移動時間が削

減され施工管理業務の効率化が図られた。 

 移動時間削減より遠隔地(支店)からの業務支援も容易となった。 



【本工事における現場管理効率化のイメージ図】 

                        

 

     【カメラ本体】 

 

 

 

オフィスカー全景 

B 工区(現場事務所) 

 
クラウド情報の確認・帳票化 

若手社員への指示・支援 

現場管理状況の確認 

A 工区 

測定値写真情報の入力 

 

支 店 

 
若手社員等への指示・支援 

現場管理状況の確認 

 

【主要装備・収納機能付きデスク・ 

収納機能付き椅子 

・DC→ACインバーター・蓄電式機能

・エアコン・後席カーテン 

・後席ウィンドフィルム 

・LED ルームランプ・ナビ・ETC   

※PC・モバイル Wi-Fi・プリンター 

施工管理ソフト 

クラウド 

管理情報のアップロード 

管理情報のアップロード 

管理情報のダウンロード 

 
外出時においてもスマートフォン、 

タブレットにて現場状況の確認が可能 

Ｃ工区(若手社員) 

 

 

 

 

 

遠隔作業支援システムによる報告・連絡・相談 

管理情報のアップロード 

【カメラにて画像共有】 【撮影画像の確認】 【ｲﾔﾌｫﾝにて音声共有】 

画像・音声 

の共有 
画像・音声 

の共有 

報告等 

報告等 確認等 

確認等 



分類区分 ④施工管理 

【担当出張所等：長岡０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 狭小箇所の転圧における密度の確保 

工 事 名 国道8号福島新田交差点事故対策工事 

施 工 業 者 名 株式会社 北越トラスト 

報 告 者 名 岡 杏治（おか きょうじ）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
道路土工1式・地盤改良工1式・排水構造物工1式・構造物撤去工1式 

舗装工1式・縁石工1式・防護柵工1式・信号仮設復旧工1式 

 

報文概要 

 

コンバインドローラーなどの搭乗型の転圧機械が進入できない狭小箇所の転圧

作業において、エコノマイザー（地盤剛性計測システム）搭載の前後進コ

ンパクタを選定し、締固めが確実に行われているか確認しながら転圧を

行った。 

 

実施内容 

 

狭小箇所においてエコノマイザー搭載のコンパクタを使用し、転圧箇所の

締固め度を確認しながら施工した。 

 

実施結果 

 

転圧箇所の締固め度が目視で確認できるため、転圧不足や過転圧になら

ないように施工できた。現場密度を測定した結果、本現場の社内目標を

達成できていた。 

○エコノマイザー搭載モデル前後進コンパクタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○転圧作業状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

LED の点灯個数で

締固め度を表示 





分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：長岡０７】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル ドレーン交換による消雪パイプ端部砂詰まりの解消について 

工 事 名 長岡維持管内消雪設備修繕工事 

施 工 業 者 名 越後交通工業株式会社 

報 告 者 名 北本 孝平（きたもと こうへい）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
中島地区 散水管４４７ｍ、送水管７ｍ 

宮本町地区 ポンプ設備１台、さく井１基 

長倉地区 散水管４５４ｍ、送水管３７ｍ 

 

報文概要 

 

宮本町地区において旧井戸の老朽化による消雪用井戸の堀替えを行ったが今回

施工井戸も地下水を取水している為、経年とともに揚砂が発生し散水管内に砂の

堆積が発生することが懸念された。それを防ぐために配管端部のドレーンを排砂

式ドレーンに交換することとした。 

実施内容 既設のドレーンプラグを排砂式に交換 

 

実施結果 

 

排砂式ドレーンとすることで徐々にドレーン部より散水することで井

戸からの揚砂も配管内に堆積することなく排出される為、経年変化によ

る今後の揚砂にも対応できることを確認できた。 

 

・通常使用時は排水量を調整し微量の砂を地下水と共

 に排出 

 

・降雪前のメンテナンス時はドレーン部を開放し水垢

 等を大水量で排出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     既設ドレーン              排砂ドレーン設置 

 





課題区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：長岡０８】 

施 工 技 術 報 告               

課 題 名 クラック注入工における注入材料の品質確保 

工 事 名 H31.32長岡維持管内維持工事 

施 工 業 者 名 日瀝道路株式会社 新潟営業所 

発 表 者 名 根本 礼誌（ねもと れいじ） 

 

工 事 概 要 

巡視・巡回工  1式   道路土工   1式   舗装工 1式 

排水構造物工  1式   防護柵工   1式   縁石工 1式 

道路付属施設工 1式   橋梁付属物工 1式       

 

目  的 

 

クラック注入工に使用する注入材の品質確保と安全性の向上 

 

実施内容 

 

注入材の溶解に専用電気式溶解釜（サーモメルター）を使用し過加熱による劣

化、再加熱時に生じる材料分離を無くし一定の品質を確保する。 

 

実施結果 

 

工事全般で一定の品質保ち施工する事が出来た。 

又火気を使用しないので作業の安全性が向上した。 

 

    

 

     

   

【全景】 

電気式で移動時にも加熱す

る事が出来るので施工時間

短縮にもつながる。 

【操作パネル】 

溶解温度・材料温度を 
簡単に設定できる。 



 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

攪拌機能があり常に材料の

分離を防止する。 

一定の粘度・品質の材料で

施工が行えた。 



分類区分 ①  工事施工 

【担当出張所等：長岡０９】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 橋脚補強の施工におけるコンクリート表面処理について 

工 事 名 令和元・２年度長岡大橋下部補強工事 

施 工 業 者 名 第一建設工業株式会社 

報 告 者 名 中川 誠 

工 事 概 要 
橋脚巻立てコンクリート  ４橋脚 

仮設工          １式 

 

報文概要 

 

・本工事は施工期間が河川内の為に時期が限定されており、工期内に完成するに

は、複数業者をそれぞれの橋脚に配置し作業する必要があったことから、今回コ

ンクリート表面バキュームブラスト処理を採用し、現場の環境改善に取り組ん

だ。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名 受注者

項　　　目 創意工夫 評価内容

提案内容

（説明）

(添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

バキュームブラスト工法を
用いた表面処理状況。

創意工夫・社会性等に関する実施状況

令和元・２年度長岡大橋下部補強工事 第一建設工業株式会社

施工

コンクリート表面処理のバキュームブラスト実施

　橋梁補強・巻立ての際に、既設躯体表面の劣化（中性化）した部分の処理を行う際に、通常
チッピングを行うが、既設躯体へのダメージ大きいと共に、粉塵・振動・騒音の発生や作業員
の安全性など大きなデメリットがあった。これを改善するため、当現場ではバキュームブラス
ト工法を採用し表面処理を行った。作業も容易で環境負荷の低減と作業環境の改善や工程の短
縮を図ることもできた。

バキュームブラスト工法

躯体表面の劣化部のみを取り除き躯体

へのダメージを最小限に抑えられる。

また、はつり粉等は吸引され作業箇所

周辺に飛散されない。

チッピング方法

躯体表面だけでなく健全なコンクリー

ト面にもダメージを与えることがある。



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：長岡１０】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 施錠状態の見える化による施錠忘れ防止について 

工 事 名 ながおか花火館電気設備設置工事 

施 工 業 者 名 株式会社イートラスト 

報 告 者 名 加藤 功弥（かとう こうや）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
高圧受変電設備 １台   CCTV装置 4台 

発動発電装置 １台    道路照明 19台 

 

報文概要 

 

・施工箇所は歩道・駐車場が隣接しており、高圧受変電設備（キュービクル）は、

受電後に常時 6600Ｖの高圧電圧がかかる為に、施錠忘れが道の駅利用者の重大事

故に繋がる可能性があった。そこで開閉作業による施錠確認に加え、鍵の差込み

部にマーキングを施して施錠状態の見える化を行った。 

 

実施内容 

 

・新設キュービクルの L 型ハンドルの鍵差し込み部に、油性マーカーに

てマーキングを施して施錠状況が見た目で判別できるようにした。 

 

 

実施結果 

 

・施錠状態が目視で確認できるようにしたことで、作業者の思い込みを

軽減し、施錠忘れも防止できた。 

 

１ はじめに 

 本工事は新設の道の駅内の電気設備を施工し、道の駅がオープンして利用客が多くな

った後でも現場施工がある状況だった。道の駅駐車場の脇に設置した高圧受変電設備（キ

ュービクル）[写真-1]には常時6600Ｖの高圧電圧がかかる為に、万が一の施錠忘れが道の駅利用者

の重大事故に繋がる可能性があった。キュービクルのL型ハンドル（配電盤・分電盤で使用される

最も一般的なハンドル）[写真-2]は、作業者によってはハンドルをロック（扉が閉まった状態）し

ただけで施錠したと勘違いすることがある。それは施錠前と施錠後の見た目が同じことから起きる

と考え、施錠状態によって変化がつくような方法を施して施錠忘れの防止を図った。 

         

 

 
写真-2 写真-1 

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 発電機 



２ 方法 

キュービクルの施錠確認は、ハンドル開閉操作による施錠確認に加え、鍵の差込み部

にマーキングを施して施錠の見える化を行いました[写真-3,4]。 

 

      

 

 

３ 結果 

施錠状態が目視でも確認できるようにしたことで、目視と開閉操作での施錠のダブル

チェックが行うことができた。その結果、作業者の思い込を軽減し、施錠忘れも防止で

きた。 

 

４ あとがき 

 今回はマーキングペンとして一般的な油性ペンを用いたが数ヶ月で色が薄くなり判

別しづらくなった。工事期間だけでなく継続的に施錠の見える化を行う際は、マーキン

グペンは耐熱・耐候のある樹脂系のものを使用するほうがよいと思われる。 

また、今回は一般的なL型ハンドルにマーキングをすることで施錠の見える化を行った

が、ハンドル鍵の製作メーカーの製品の中には施錠忘れ防止のための機能（インジケー

ターやオートロック）が付属された製品もある[写真-5,6]。当然ながらそれらの製品を

使用することが施錠忘れ防止には最も効果があるが、鍵差し込み部のマーキング方法は

既設設備の鍵を更新せずにある程度の施錠忘れ防止効果が得られると考える。 

 

             

 

 

 

写真-3 写真-4 

写真-5 写真-6 

インジケーター付ハンドル オートロックハンドル 

施錠状態 開錠状態 

出典：タキゲン製造株式会社 

   デジタルカタログ 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：長岡１１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 凍結防止剤による塗膜表面の塩分量について  

工 事 名 長岡国道管内道路維持作業（令和元－３年度） 

施 工 業 者 名 北陸パブリックメンテナンス（株） 

報 告 者 名 目黒 太一（めぐろ たいち）【現場代理人】 

工 事 概 要 
道路清掃工：１式、植栽維持工：１式、除草工：１式、建設副産物処理

工：１式、機械運転：１式、道路管理機動作業：１式、交通安全管理：

１式 

 

報文概要 

 

冬期に凍結を防止するために散布する凍結防止剤により、鋼製構造物（スノーシ

ェッド）の塗装表面に付着した塩分量を測定し、今後の清掃作業の基礎資料とす

るものである。 

 

実施内容 

 

令和元年 12 月に補修が終わった三俣スノーシェッド（鋼製）において

凍結防止剤散布前の 12 月と翌年の 4 月に塩分量を測定し、1 シーズンで

付着した塩分量を比較する。 

 

実施結果 

 

12 月の測定では測定箇所 5 個所とも 50mg/m2 以下であったが、4 月の測

定では 5 個所中 4 個所で 50mg/m2 を超える結果となった。 

 

12月と4月の塩分量は以下のとおり。 

 

NO. 塩分量 

（12月） 

塩分量 

（4月） 

増加量 備考 

NO.1 43.9 48.6 4.7 50mg/m2 以下 

NO.2 35.6 85.0 49.4 50mg/m2 以上 

NO.3 23.6 50.8 27.2 50mg/m2 以上 

NO.4 33.0 67.3 34.3 50mg/m2 以上 

NO.5 13.4 51.3 37.9 50mg/m2 以上 

12月と4月の塩分量比較表（単位：mg/m2） 

 

※塗替時等において、「塗膜上に50ｍｇ/ｍ2以上の塩分が付着していると、塗装後早

期に塗膜欠陥を生じやすい。」鋼道路橋防食便覧（H26.3）より 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

ポータブル表面塩分計での測定状況 

 

 

今後、塗装表面に付着した塩分の除去を提案していきたい。 

 下記は、橋梁洗浄装置と洗浄状況の写真である。 

 

 

 

 

 

 

 

       橋梁洗浄状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

                橋梁洗浄装置 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：長岡１２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 現場における熱中症対策 

工 事 名 令和元・2年度長岡国道管内冠水対策工事 

施 工 業 者 名 株式会社 北越トラスト 

報 告 者 名 小船井 宏剛（おぶない ひろたか）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
大積工区： 切削オーバーレイ工 7960m2 排水構造物工 1式 他 

下高町工区：切削オーバーレイ工 4450m2 排水構造物工 1式 他 

 

報文概要 

 

本工事は６月～８月の気温が高い時期に高温のアスファルト合材を扱う作業で

あったので、下記の熱中症対策を現場にて行った。 

 

 

実施内容 

 

 

別紙 創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

実施結果 

 

 

別紙 創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 別紙 創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名

項　　　目 創意工夫 評価内容

提案内容

（説明）

(添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

・ミストファンの配備 ・ウォーターポット

・塩分飴、塩分タブレットの常備 ・経口補水液の常備

・メッシュ安全チョッキ ・ガードマンにファンベスト

・休憩用の冷房車 ・防暑タレ

・熱中症になった場合の熱中症対策応急キット

創意工夫・社会性等に関する実施状況

令和元・2年度長岡国道管内冠水対策工事

安全衛生

現場での熱中症対策

　　本工事は６月～８月の気温が高い時期の施工となったので、下記の熱中症対策を行った。

・熱中症チェックシートによる始業前、休憩時、終業時の健康状態チェック

ミストファン
メッシュ安全チョッキ
防暑タレ

休憩用冷房車

ウォーターポット 熱中飴、熱中タブレット

熱中症対策キット 経口補水液



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：長岡１３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 遠隔カメラによる現場確認について 

工 事 名 令和元・2年度長倉高架橋外橋梁補修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 植木組 

報 告 者 名 野口 恭平(のぐち きょうへい) [監理技術者] 

工 事 概 要 
【長倉工区】長岡市長倉地先  橋梁補修工 1式 

【坂井工区】見附市坂井町地先 橋梁補修工 1式 

【上輪工区】柏崎市上輪地先  橋梁補修工 1式 

 

報文概要 

 

・施工箇所が 3 箇所と点在する中で、店舗責任者及び現場責任者がすべての現場

に赴き、施工状況を把握することが困難と考えられた。 

そこで、遠隔で確認できるウェアラブルカメラを導入し、施工状況の把握を行っ

た。 

 

実施内容 

 

移動時間の削減及び新型コロナ感染予防対策の一環である三密を避け

る観点から、リアルタイムで確認及び会話が可能となるウェアラブルカ

メラを導入した。 

 

実施結果 

 

長倉工区～上輪工区において往復 100km(約 2.5 時間)かかっていたとこ

ろ、ウェアラブルカメラを導入したことで、50 時間/月(2.5 時間 x20 日)

の移動時間削減に成功した。車での移動が減り、交通事故防止リスク減、

ガソリン代・CO2 削減にも寄与した。 

さらに、新型コロナ感染予防対策として、足場内の狭隘部において三密

を避けられた。 

映像・会話内容の録画がクラウドに保存(30 日間分)可能なため、いつで

も、だれでも、どこからでも現場の状況・進捗が確認可能となった。 

 

 別紙＿創意工夫等に関する実施状況による。 

 



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 創意工夫 評価内容
提案内容

(説明)

(添付図）　

創意工夫・社会性等に関する実施状況

令和元・2年度長倉高架橋外橋梁補修工事
安全衛生

遠隔カメラによる現場確認について

・施工箇所が3箇所と点在する中で、店舗責任者及び現場責任者がすべての現場に赴き、施工状況を把握すること
が困難と考えられた。移動時間の削減及び新型コロナ感染予防対策の一環である三密を避ける観点から、リアルタ
イムで確認及び会話が可能となるウェアラブルカメラを導入し、施工状況の把握を行った。
長倉工区～上輪工区において往復100km(約2.5時間)かかっていたところ、ウェアラブルカメラを導入したことで、50
時間/月(2.5時間x20日)の移動時間削減に成功した。そして、車での移動が減り、交通事故リスク減、ガソリン代・
CO2削減にも寄与した。さらに、新型コロナ感染予防対策として、足場内の狭隘部において三密を避けられた。
映像・会話内容の録画がクラウドに保存(30日間分)可能なため、「いつでも」、「だれでも」、「どこからでも」現場の状
況・進捗が確認可能となった。

【長岡地区長岡店舗事務所 】

【柏崎地区上輪工区】胞姫橋現場

ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ(ｲﾔﾎﾝ・ﾏｲｸ)

ｶﾒﾗ本体

パソコン画面

(ﾊﾟｿｺﾝのﾏｲｸで通話可能)



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：長岡１４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 猪子場新田歩道橋の撤去について 

工 事 名 国道8号猪子場新田道路改良その3工事 

施 工 業 者 名 小柳建設株式会社 

報 告 者 名 牛膓 悠(ごちょうゆう) 〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
道路土工 2500ｍ3                           

 排水構造物工1式 

構造物撤去工1式 

舗装工1式 

 

報文概要 

 

本工事の拡幅工事に伴い、老朽化した歩道橋の撤去作業を行った。歩道橋は国道

を横断しており撤去時は国道を通行止めにし作業を行わなければならないが、夜

間でも大型車等の通行があり交通量が多く、通行止めを 1 時間で終わらせるよう

指示があった。また架空線が近接しており一部国道を横断する線もあり、作業の

工程短縮かつ慎重な作業が課題であった。 

 

 

実施内容 

 

1. 作業当日の交通規制をスムーズに行うため、事前に撤去する歩道橋

に通行止め情報を記載した横断幕を設置し国道利用者へ周知を行っ

た。 

2. 作業前に、協力業者(撤去作業員・交通誘導員等)と周知会を開催し

た。 

3. 事前に東北電力、ＮＴＴ東日本、ＮＴＴドコモと立会を行い、作業

範囲を確認し、防護カバーの設置を行った。 

 

 

実施結果 

 

1. 横断幕を設置したことにより国道利用者へ周知ができ、当日タイム

ロスなく交通規制行うことができた。 

2. 周知会を開催し、誘導員の配置箇所や規制材の設置位置、タイムテ

ーブルや作業手順の確認を行い、トラブルなく作業を完了できた。 

3. 架空線防護を行い、無事故で作業を完了できた。 

以上により時間制約がある中、工程短縮及び慎重な作業ができ、無事故

で作業完了した。 

 



 

横断幕の設置           周知会の開催 

 

         周知会資料 

 

 

          歩道橋撤去状況(主桁部) 

 

     

 



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：柏崎０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 片側2車線道路での車線境界線の施工の工夫 

工 事 名 R2長岡・柏崎維持管内区画線設置工事 

施 工 業 者 名 株式会社 クオンテック 

報 告 者 名 赤澤勇 （あかざわいさむ）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
長岡維持出張所管内 区画線1式 

柏崎維持出張所管内 区画線1式 

 

報文概要 

 

片側 2 車線道路区間の追い越し車線で施工する事による渋滞緩和 

 

 

実施内容 

 

片側 2 車線区間の車線境界線の施工にあたり、走行車線を規制して施工

した場合、一般車両が沿道商業施設へ進入しづらく渋滞の元となってい

た為、追い越し車線を規制して施工を行った。 

 

 

実施結果 

 

沿道商業施設への侵入が容易になる事で、渋滞緩和に繋がり且つ施工後

の塗料を踏まれる可能性も低くなり手直し等のロスも軽減出来た。 

 

 

 

規制方法 

 

 

 

 

 

 



 

施工写真（長岡維持管内） 

 

 

施工写真（柏崎維持管内） 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：柏崎０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル アンカーボルトキャップの取付 

工 事 名 令和元年度赤田トンネル非常警報設備改修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 宮下電設 

報 告 者 名 反町 亮大 （そりまち あきひろ） 〔主任技術者〕 

工 事 概 要 
一般国道８号赤田トンネルの非常警報設備の更新。 

 

報文概要 

 

経年による雨水や砂等の付着による、ボルト・ナットの錆び、固着を防止するた

め、アンカーボルトの保護を目的とした。 

 

 

実施内容 

 

ナットの増し締め、マーキング後にトンネル警報表示板のベースプレー

ト用アンカーボルトにキャップの取付作業を行った。 

 

 

実施結果 

 

アンカーボルトキャップの取付により、直接的な雨水などの付着を避け

られ、砂などが付いてナットが緩まなくなる等の不具合が防がれる。 

 

 

取付前 

 

取付後 

 

 





分類区分 ④施工管理 

【担当出張所等：柏崎０３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トルクアダプターによる端子台のトルク管理 

工 事 名 赤田トンネルロードヒーティング設備改修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 宮下電設 

報 告 者 名 松井 肇 （まつい はじめ） ［現場代理人］ 

工 事 概 要 
・高圧キュービクル 1面  ・高圧気中開閉器  1台 

・柏崎側RH制御盤  1面  ・ロードヒーター部分修繕 一式 

 

報文概要 

 

・高圧キュービクル及び、柏崎側 RH 制御盤の更新するにあたり、端子台へのケ

ーブル接続時の締めつけトルク不足による発熱・焼損、オーバートルクによ

る端子台の破損が予想されたため、トルクアダプターを使用しトルク管理を

行った。 

実施内容 ・図－１のトルクアダプターを使用し、端子台のトルク管理を行った。 

（実施状況：写真１，２） 

実施結果 

 

・締めつけトルク不足による発熱・焼損、オーバートルクによる端子

台の破損は確認されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 使用トルクアダプター 

写真１ 柏崎側 RH 制御盤トルク確認状況 写真２ 柏崎側 RH 制御盤トルク確認状況 





分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：柏崎０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル エコソーラーカーによる現場休憩所の設置 

工 事 名 令和元・2年度 長岡・柏崎維持管内舗装修繕工事 

施 工 業 者 名 株式会社 植木組 

報 告 者 名 河井 大輔（かわい だいすけ） [監理技術者] 

工 事 概 要 
切削オーバーレイ工：17,760m2、基層工：6,510m2 

防草コンクリート工：620m2、舗装補修工：1式 

 

報文概要 

 

夏期のアスファルト舗装工に伴う熱中症防止対策として、点在した施工場所に

対応した現場休憩所を設置した。 

 

実施内容 

 

搭載したソーラー式電力によるエアコンと換気設備により、常時快適

な休憩の取得と、動力を必要としない振動・騒音の抑制効果より環境

への配慮を実施した。 

 

実施結果 

 

作業員全員が適宜快適な休憩を取得できた事より、体調不良等の発生

が無く、熱中症予防効果があった。 

振動・騒音の抑制効果により、市街地における夜間施工時において、

近隣住民からの環境クレームが無かった。 

 

            【エコソーラーカー＿全景】 

  

ソーラー 

パネル 



 

 

            【エコソーラーカー＿内装】 

      

 

 

 
    【外観＿日中施工時】          【外観＿夜間施工時】 

  

 

 

 

蓄電源 

エアコン 
換気扇 

室内照明 



分類区分 ⑤環境・渉外関係 

【担当出張所等：柏崎０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 乗入れ段差の解消 

工 事 名 Ｒ２柏崎維持管内舗装修繕工事 

施 工 業 者 名 福田道路 株式会社 

報 告 者 名 竹田 勝哉 [現場代理人・監理技術者] 

工 事 概 要 
切削オーバーレイ 

五十土工区 14500ｍ2 米山町①工区4000ｍ2 米山町②工区2080ｍ2 

両高工区 7200ｍ2 

 

報文概要 

 

両高工区(国道 116 号)の施工区間内に店舗への乗入口がある。国道 116 号は軟弱

な地盤の地帯で、店舗が建設された頃から年々沈下していると店舗側は話してい

る。店舗は沈下しているが国道側の車道本線は地盤沈下によるオーバーレイを行

っているため、乗入れ部に段差ができたと考えられる。実際に店舗へ車両が進入

する際に、乗入れ段差により荷台の荷物が落ちることがある。また除雪の際には、

段差部に除雪車の刃先が当たり除雪がうまくできずにいるのが現状である。その

ため当工事にて乗入れ段差を解消するよう計画を立て、施工を行った。 

 

 

実施内容 

 

現地踏査及び測量した結果、店舗への乗入れ部に消雪パイプが横断し

ている。その消雪パイプが店舗と共に沈下している。よって現況舗装は

官民境界の箇所で折れ点を設け、消雪パイプに擦り付けていることが分

かった。消雪パイプと車道端部の高低差は 6ｃｍ程度であった。ここで、

店舗乗入れ部の 10ｍ手前に乗入れがあり同様の消雪パイプがあるのだ

が、下がっておらず段差にはなっていない。また 20ｍ先には、ボックス

カルバートがありコントロールポイントとなっている箇所が 2 か所あ

る。 

以上のことを踏まえ工程に影響がでないこと及びにコスト削減を考

慮し、現況舗装の段差より緩やかな擦り付けになるように舗装計画を行

った。本線のコントロールポイントとなっている箇所の縦横断の高さを

考慮し、平坦性および走行性を損ねることなく高さを下げ、官民境界か

ら消雪パイプに擦り付けを行った。 

 

 

実施結果 

 

 

施工完了後に店舗側に確認してもらったところ、満足してもらうことが

できた。「この乗り入れなら除雪も楽になる」と言葉を頂くことができ

た 



 

 

℄  

平面 

乗入 店舗 

ボックスカルバート 

消雪パイプ 

コントロールポイント 

コントロールポイント 

段差解消部 

現況 

計画 
官民境界 

6ｃｍ 

消雪パイプ 

横断面



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：柏崎０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 交通安全 

工 事 名 H３１・３２柏崎維持管内維持工事 

施 工 業 者 名 北陸パブリックメンテナンス株式会社 

報 告 者 名 遠藤 敏夫（えんどう としお）【現場代理人】 

工 事 概 要 
・巡視・巡回工1式・舗装工1式・排水構造物工1式・防護柵工1式・道路付属施

設工1式・構造物撤去工1式・仮設工1式 

 

報文概要 

 

・施工箇所は、歩道内であり、仮設足場設置より歩道幅員が狭くなり歩行者が

安全に歩行出来る様に、仮設の照明（ソーラー充電式 LED オートライト８W）を

設置する。 

 

 

実施内容 

 

刈羽横断歩道橋塗替塗装施工時に仮設足場設置に伴い、夜間通行時の

歩行者用照明の設置をする。 

 

 

実施結果 

 

仮設単管足場に、商業電源不要のソーラー充電式 LED オートライト８W

を取付け夜間歩行者の照明を確保する。 

 

   夜間歩行者の照明として、商業電源不要のソーラー充電式LEDオートライト８W

を設置し、歩行者用の灯りを確保する。尚、本体の差動モードは、２段階あり8メート

ル以内の人感感知により強発光（850ルーメン）で点灯する。その後20秒間人感感知が

ない場合・弱発光での点灯に切り替わる。 

 

            ソーラー充電式LEDオートライト８W設置箇所 

  

  

ソーラー充電式 LED オートライト８W 



         夜間点灯状況 

 

 

 

               本体 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：小出０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 脱着式防護柵に係る設置ホールの冬季養生方法について 

工 事 名 Ｈ３１・３２小出維持管内維持工事 

施 工 業 者 名 株式会社 星野工業 

報 告 者 名 関矢 康人（せきや やすひと） 【現場代理人・監理技術者】 

工 事 概 要 
道路巡回工 １式、舗装工 １式、排水構造物工 １式、縁石工 １式、 

防護柵工 １式、構造物撤去工 １式 

 

 

報文概要 

 

脱着式防護柵撤去後の設置ホールには、除雪路線では砂や舗装の屑が侵入し、

春先の防護柵設置の際にホール清掃等で労力を要するため、これらの負担軽減

のための工夫を報告する。 

 

 

実施内容 

 

防護柵の設置ホールに、消雪パイプで使用されているドレーンを利用 

して、冬季間の砂や舗装の屑が入らぬように、ねじ込みキャップ及び 

ゴム製の蓋を設置した。 

 

 

実施結果 

 

Φ65 ㎜を使用したので、防護柵の径とほぼ同じであり、設置の際の違

和感もなく、隙間から砂等の侵入も少ない。 

また、防護柵撤去後にキャップと蓋をしたので、設置ホールの中に異

物が侵入せず、春の防護柵設置には蓋とキャップを外せば、中の掃除

もいらず、高さの調整もなくスムーズに設置できる。 

 

 

防護柵撤去後キャップ設置状況 



 

（拡大写真）防護柵撤去後キャップ設置状況 

 

ドレ―ンキャップ設置とゴムパッキンの二重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：小出０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 道路規制作業における予告･規制兼用看板について 

工 事 名 十二沢川橋改良外その2工事 

施 工 業 者 名 株式会社 大石組 

報 告 者 名 金子 満（かねこ みつる）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
道路改良 排水構造物工 1式 旧橋撤去工 1式 構造物撤去工 1式 

舗装 舗装工 1式 縁石工 1式 区画線工 1式 消融雪設備工 1式 

コンクリート橋上部 橋梁付属物工 1式 

 

報文概要 

 

・舗装工の施工については、日中片側交互通行規制を行わなければならない為、

看板設置箇所も限られている中で、設置･撤去の効率化を図った。 

 

実施内容 

 

・事前に設置した予告看板をマグネット張替えだけで規制･お願いの看

板へと変化させた。 

 

 

実施結果 

 

・看板の差替えではなく、マグネットの張替えのみで済んだため、看板

設置の負担が減った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前予告時 

 

 

マグネット箇所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片側交互通行規制時 

 

 

 

 

マグネット箇所 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：小出０３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 片側交互通行規制の短縮 

工 事 名 令和元年度小出維持管内橋梁補修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 文明屋 

報 告 者 名 山井 猛（やまい たけし）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
【美佐島工区】橋梁付属物工1式、舗装工1式、構造物撤去工1式、仮設工1式 

【五箇工区】工場製作工1式、橋梁支承工1式、橋梁付属物工1式 

橋梁補修工1式、現場塗装工1式、構造物撤去工1式、仮設工1式 

【佐梨工区】工場製作工1式、橋梁補修工1式、現場塗装工1式、構造物撤去工1式

     仮設工 1式 

 

報文概要 

 

・【美佐島工区】六日町跨線橋・側道橋の橋梁保全工において、施工時は片側交

互通行規制となっていたが、市街地のため規制を行うと渋滞が発生することか

ら、片側交互通行規制の日数を短縮することとした。 

 

実施内容 

 

舗装、伸縮装置取替工は、片側交互通行規制を行わないと施工が出来な

いため、橋梁高欄取替工は橋梁の地覆部であるため交通規制は路肩規制

とし、橋梁下部側面に仮設作業ヤードを設け、撤去・設置を行い規制日

数の短縮を図った。 

 

実施結果 

 

橋梁高欄取替工の施工日数は 30 日間であった、その間片側交互通行の

日数を短縮でき、交通渋滞を回避できた。 

 

 

    仮設完了（A1上り線側）        仮設完了（A2上り線側）   

 

 

 

 



             

作業状況（A1上り線側） 

 

 

              作業状況（A2上り線側） 

 

 

              交通規制状況（路肩規制） 

 

 

 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：小出０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 熱中症対策の工夫 

工 事 名 令和元・２年度新破間橋橋梁補修工事 

施 工 業 者 名 伊米ヶ崎建設株式会社 

報 告 者 名 森山 章（もりやま あきら）〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
橋梁保全工 

工場製作工１式 橋梁付属物工１式 橋梁補修工１式 現場塗装工１式 

構造物撤去工１式 仮設工１式 

 

報文概要 

 

・夏季高温時期の現道工事における熱中症災害防止を図るため 

 

 

 

実施内容 

 

・熱中症防止対策の工夫 

・安全・健康管理システム「みまもりがじゅ丸」の活用 

 ・塗膜剥離作業時におけるｴｱﾗｲﾝｸｰﾗ装置の設置 

 

実施結果 

 

・従来の管理者による目視確認に比べ、客観的ﾃﾞｰﾀである「脈拍」の  

 推移を確認出来たと共に、ｱﾗｰﾄ機能と位置情報機能により、どこで、

誰が危険な状態なのかが判断できた 

・防護服着用時の塗装作業における体温低下を図り熱中症防止ができた 

【安全・健康管理システム「みまもりがじゅ丸」の活用】 

 本ｼｽﾃﾑはﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ型のﾃﾞﾊﾞｲｽを装着することで、脈拍と位置情報を計測し、作業現場における 

“ラインケア“ をｻﾎﾟｰﾄします。活動量計を付けた作業者の健康状態と居場所をﾘｱﾙﾀｲﾑで確認でき、 

日々のﾃﾞｰﾀから個人の「いつも」を把握することで「いつもと違う」場面に気付くことができます。

管理者は一括管理することができ、労働状態も把握できます。 

 



作業員全員の “いま“ の状況（脈拍数、作業場所）を一覧で把握できると同時に、熱中症の

恐れや、身体的な高負荷をｱﾗｰﾄで知ることができるため、適切な指示・支援を行うことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【塗膜剥離作業時におけるｴｱﾗﾗｲﾝｸｰﾗ装置の設置】 

 施工箇所は粉塵等が外に漏れないよう、板張防護養生を行っおり、高温による熱中

症災害が予想されたことから、化学防護服を着用して行う塗膜剥離作業において、

ｴｱﾗｲﾝｸｰﾗを用いた。これにより人体に対する通気性を確保することができ、熱中症

防止を図ることができた。 

 



分類区分 ④施工管理 

【担当出張所等：小出０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル ICTツールを活用した施工管理の効率化 

工 事 名 令和元年度小出維持管内防災工事 

施 工 業 者 名 町田建設株式会社 

報 告 者 名 町田 栄一（まちだ えいいち）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
吹付法枠工：A=1324m2、鉄筋挿入工：L=2242m（723本）、構造物撤去工：一式、

仮設工：一式 

 

報文概要 

 

本工事は起伏の激しい自然斜面に吹付法枠および鉄筋挿入を施工する国土強靱

化対策工事である。本稿では、ICTツールを活用した施工管理の効率化・省力化

の取り組みを紹介する。 

 

実施内容 

 

①  点群データ活用による施工管理 

②  通信型定点カメラの設置 

③  電子黒板活用による写真管理・出来形管理 

 

実施結果 

 

 

①～③について下記に詳細を示す。 

①点群データ活用による施工管理 

 今年度からICT活用工種が拡大され「ICT法面（吹付法枠工）」が追加された。本工事

はICT活用対象工事に該当していないが、創意工夫として点群データを取得し施工管理

に活用した。（写-1）3Dデータを活用することで、現場のイメージもしやすくなり協力

会社・受発注者の打ち合わせ等、効率的に行うことができた。また、出来形計測におい

ても従来計測と比較して遜色ないことから、作業人工削減が可能となり省力化・生産性

向上が可能となる。（図-1） 

 

 

 

 

写-1：TLS、UAV 測量による点群取得 



 

②通信型定点カメラの設置 

 施工エリアおよび資材置き場には電源工事不要の乾電池可動式小型カメラを設置し

た。（写-2）ネット回線を通じてクラウドに保存されるため、事務所にいながら現場状

況を確認する事ができる。作業前に現場異常の有無等の安全確認や資機材の盗難防止対

策として活用できた。 

 

③電子黒板活用による写真管理・出来形管理 

 本工事の写真管理では電子黒板を採用した。通常、写真整理はデジカメ撮影した写真

データをパソコンに取り込み一枚一枚確認しながら専用ソフトで整理を行うが、電子黒

板ではクラウドにアップロードされた写真データをドラッグ＆ドロップするだけで自

動振り分け整理ができる。（写-3）また、出来形管理ソフトと連動しているため出来形

管理図表等も自動作成が可能。（写-4）今回、鉄筋挿入工は723本施工しており従来で

あれば1箇所ごとに写真を確認しながら出来形管理ソフトに手入力していたものが自動

作成されることで大幅な効率化・省力化が可能となった。 

 

図-1：点群データ 

写-2：通信型定点カメラ 

写-3：写真管理ソフト 
写-4：出来形管理との連動 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：小出０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 熱中症対策について 

工 事 名 令和元・2年度長岡国道管内冠水対策その2工事 

施 工 業 者 名 株式会社種村建設 

報 告 者 名 高橋 智孝 （たかはし ともゆき） 〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
【四十日工区】 

切削オーバレイ工 4,166m2 殻運搬・殻処分 200m3 排水構造物工 1.0式 

構造物撤去工 1.0式 

【浦佐工区】 

切削オーバレイ工 8,480m2 殻運搬・殻処分 412m3 排水構造物工 1.0式 

構造物撤去工 1.0式 

 

報文概要 

 

本工事は、日々施工区間が移動する道路修繕工事であった。切削オーバレイ工

は、梅雨明けの施工でアスファルト舗装工事特有の高温下での作業と夏季の高気

温が重なり、熱中症のリスクが非常に高まることから、熱中症対策に取り組んだ。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

   別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式―３４（２）

評価内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

創意工夫・社会性等に関する実施状況

工　事　名 令和元・２年度長岡国道管内冠水対策その２工事 9/14
項　目 創意工夫 安全衛生
提案内容 熱中症対策

（説明）熱中症対策として以下の対策を行った

(添付図)

①熱中症応急処理セットの常備…現場に配置したマルチルームカーに冷却材.冷却スプレー.経口保水
液.スポーツドリンク.塩飴.応急マニュアル等をまとめた処理キットを常備した。

③熱中症対策用品の利用…現道舗装工事は作業員・誘導員の数が多く、作業中の全員の体調を把握す
るのが非常に困難なため、現場に従事する全員に本人が気が付きづらい熱籠り指数に反応する熱中症
ウォッチを配布し、早期対策ができる環境を構築した。

①熱中症応急処理キットの常備

②熱中症ウォッチの配布

使用状況



分類区分 ⑤環境・渉外関係 

【担当出張所等：小出０７】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 夜間施工での周辺環境対策（無音誘導対策）について 

工 事 名 令和元・2年度湯沢・小出維持管内舗装修繕工事 

施 工 業 者 名 株式会社 種村建設 

報 告 者 名 高野 誠久（たかの しげひさ） 〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
切削オーバーレイ工 10,110m2 

目地補修工 1式 

アスファルト補修工 1式 

 

報文概要 

 

本工事は工事区間が市街地のため、夜間作業で切削オーバーレイ工事を行うこ

ととなった。夜間作業において、ホイッスルやクラクションなどの誘導音は騒音

対策として周辺環境への配慮が必要となる。本工事では誘導方法の工夫や無音誘

導システム使用の対策を行った。 

 

実施内容 

 

路面切削ではダンプの前後進を誘導員の合図で行い、赤色誘導棒が

「止まれ」、青色誘導棒が「前進」のアクションでわかりやすく行う 

こととした。 

アスファルトフィニッシャーへの誘導は工事車両無音誘導システム

「おとなしくん」を使用し、LEDパネルとFM音声で静かかつ安全に誘 

導を行った。 

 

実施結果 

 

 これらの対策を講じた結果、工事中のホイッスルやクラクションなど

の音が無くなり、夜間作業での騒音の発生が抑制され、周辺からの工事

に対する苦情が寄せられることは無かった。 

 

路面切削作業時のダンプ誘導 

赤色と青色の2種類の誘導棒で合図を行う 

 



 

工事車両無音誘導システム「おとなしくん」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ＦＭ音声による合図を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＥＤパネルにシンプルでわかりやすい表示で合図を行う 

 

ダンプアップ

指示 
止まれ 

指示 

了解指示 

ラジオ周波数

指示 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：小出０８】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 地下道照明設備修繕工について 

工 事 名 R2年度長岡国道事務所管内電気設備維持修繕工事 

施 工 業 者 名 株式会社 宮下電設 

報 告 者 名 坂口 啓悟（さかぐち けいご） 〔現場代理人・主任技術者〕 

工 事 概 要 
長岡国道事務所管内の電気設備の維持修理を行い、機能維持を行う工事

である。 

  国道8号   三条猪子場新田～柏崎市米山町小清水 

  国道17号   長岡市川崎～湯沢町三国 

  国道116号  柏崎市大字長崎～長岡市寺泊 

 

報文概要 

 

・地下道壁面の照明器具ランプ交換を行う際に、施工の安全性向上と能

率化を行う。 

 

実施内容 

 

・地下道階段部の壁面照明ﾗﾝﾌﾟ交換を行うときに、階段部の段差に合

わせ梯子の脚を伸縮させ、梯子を水平に設置しランプ交換を行う。  

 

実施結果 

 

階段に合わせ脚を伸縮させ調整することにより、梯子を水平に設置で

きるので安定した体制で作業を行うことができた。 

また、梯子の設置も容易であり脚の伸縮もワンタッチで行えるため作

業を効率的に行うことができた。 

    

 

      

地下道照明修繕に伴う梯子設置状況 

 

 

 



 

 

 

階段部での脚部の伸縮状況 

 

 

         

階段部での脚部の伸縮状況（拡大写真） 

 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：小出０９】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 取水設備さく井工の揚水試験における水量・水位の測定について 

工 事 名 小出維持管内消雪設備修繕工事 

施 工 業 者 名 株式会社 興和 

報 告 者 名 水戸部 将人（みとべ まさと） 〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
【旭町工区】取水設備さく井工 Φ300×92m、ポンプ設備据付工 Φ125×22kW、 

      受電設備工 1式、撤去工・プレキャスト散送水管工 L=370m 

【下島工区】取水設備さく井工（二重ケーシングΦ250×100m）、 

      撤去工・プレキャスト散送水管工 L=360m 

 

報文概要 

 

取水設備さく井工において、従来の揚水試験の測定方法は、三角堰を用いて流量

を測定し、水位を水位計にて人力で測定しているが、今回は自動揚水試験機〔投

げ込み式水位計・量水器（電磁流量計）〕を用いて揚水試験を行った。 

 

実施内容 

 

自動揚水試験機〔投げ込み式水位計・量水器（電磁流量計）〕を用いて揚水試験

を行った。 

 

実施結果 

 

さく井助手 2 名が段階揚水試験（1 日）、連続揚水試験・回復試験（1

日）の合計 2 日間、機器撤去等の仕事に従事できた。 

 

 

 

自動揚水試験機（全景） 

 



 

 

量水器（電磁流量計）による流量測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：小出１０】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 無停電電源装置の設置位置に関する工夫 

工 事 名 Ｒ２長岡国道管内ＣＣＴＶ設備停電対策その２工事 

施 工 業 者 名 株式会社宮下電設 

報 告 者 名 清水 稔（しみず みのる）〔現場代理人・主任技術者〕 

工 事 概 要 
無停電電源装置製作、据付調整１６台 

無停電電源装置（支給品）据付調整５台 

屋外配管配線一式 

 

報文概要 

 

無停電電源装置の設置にあたり、既存の柱には分電盤や機側装置、配管類が設置

されています。柱に高さの墨は出せますが、既存設備と正確な取合いが分かりに

くいと考えました。 

そこで無停電電源装置の設置面のみと同寸法のプラベニヤを作成して、現地調査

時に仮当てすることで取合いを把握しやすく位置調整に役立ちました。 

総合的に出来形や品質向上になりました。 

 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 施工 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

（説明）
無停電電源装置の設置にあたり、既存の柱には分電盤や機側装置、配管類が設置されています。柱に
高さの墨は出せますが、既存設備と正確な取合いが分かりにくいと考えました。
そこで無停電電源装置の設置面のみと同寸法のプラベニヤを作成して、現地調査時に仮当てすることで
取合いを把握しやすく位置調整に役立ちました。
総合的に出来形や品質向上になりました。

(添付図）

　無停電電源装置（仮当て状況）　　　　　　　無停電電源装置（仮当て用）
　プラベニヤ　W:600,H1100（支給品用）　　　 プラベニヤ　D:378,H1000+478（新規側面用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラベニヤ　W:480,H1000+478（新規正面用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラベニヤ　W:600,H1100（支給品用）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

Ｒ２長岡国道管内ＣＣＴＶ設備停電対策その２工事
施工に伴う器具、工具、装置等の工夫

無停電電源装置の設置位置に関する工夫



分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：小出１１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 点在工事における安全管理 

工 事 名 R2長岡国道管内CCTV設備改修工事 

施 工 業 者 名 株式会社イートラスト 

報 告 者 名 吉田 道明（よしだ みちあき） 〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
本工事は長岡国道事務所管内にある既設ＣＣＴＶカメラ装置20台更新、長岡国道

事務所管内のＣＣＴＶ制御サーバの更新1台及びCCTV操作端末20台の更新を行う

ものである。 

 

報文概要 

 

本工事は施工箇所20箇所と点在しており、施工についても1日程度と短期間で終

了する。このような点在・短期の施工における気象情報収集および飛来落下災害

の防止方法について記載する。 

 

実施内容 

 

簡易型の気象観測装置を現場に設置し、作業中止判断を行うための気象情報を収

集する。 

設置が容易な落下防止傘を使用し、飛来落下災害の防止対策を行う。 

 

実施結果 

 

施工前のため未実施であるが、作業箇所の正確な気象情報を簡単に把握

することが可能である。 

作業前後 10 分程度の準備にて飛来・落下災害の防止対策を行える。 

1.簡易型気象観測装置の設置 

 昨今では気象情報の収集においては携帯電話を活用したインターネットにより確認を行うこと

ができる。しかしながら、現場条件によっては携帯電話の電波が入らない、現場と公開されている

気象情報が合わない等の問題も起こりえる。施工箇所が単一であったり、長期間の施工が必要な現

場の際には本格的な気象観測装置を設置するなどの対応が容易であるが、施工箇所が点在するう

え、施工自体が短期で終了する本工事のような場合にはそれらの対応は難しい。そのため、本工事

では簡易型の気象観測装置を現場に設置する。設置設定が容易であり、施工箇所が点在する工事に

おいては特に効果的であると考えられる。 

本工事で使用予定の気象観測装置は別途電源を用意する必要がなく、太陽光パネルとバ

ッテリーで動作し、観測データは低出力無線で150m以内の監視モニターにて気温・湿度

・風向・風速・雨量・気圧の６項目の確認が行える。 

       

     簡易気象観測装置の設置例    簡易気象観測装置の収集データ 



2.柱上作業用落下防止傘の取付け 

 電気通信工事では柱上作業が多いが、その際の飛来・落下防止対策としてコンクリー

ト柱等に取り付ける落下防止傘の取付けを予定している。本工事で用いる予定の落下防止

傘の捕捉能力については 7kg7m 落下までであり、カメラ本体の重量は 12kg 程度であったため、落

下防止傘では受け止めきれないことがわかっている。しかしながら、CCTV カメラ装置の設置につ

いては電気通信設備工事共通仕様書により、ワイヤロープ等で接続し落下防止対策を施すことが規

定されており、作業の際にはそのワイヤロープを点検台の柵部分等に接続することにより落下防止

を図る予定。 

 

        

飛来・落下災害防止対策を施した柱上作業 

 

 

 

 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：小出１２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 現場における施工環境改善について 

工 事 名 Ｒ2小出維持管内舗装修繕工事 

施 工 業 者 名 長岡舖道株式会社 

報 告 者 名 永井 学（ながい まなぶ） 〔主任技術者〕 

工 事 概 要 
切削オーバーレイ工 14，710ｍ2 

切削オーバーレイ 基層打換 560ｍ2 

舗装版目地補修工 980ｍ 

 

報文概要 

 

施工箇所が点在（5 箇所）しており、それぞれの工区に現場事務所（現場休憩所） 

を設置するのは難しいうえ、一工区あたりの施工日数も少ない為、簡単に設置及

び撤去できる移動式の現場休憩車を採用し、現場施工環境の改善を図った。 

 

 

実施内容 

 

車に仮設ハウスを搭載させたマルチルームカーを使用した。 

 

 

実施結果 

 

駐車スペースさえあれば、何処でも簡単に設置・撤去できるため、夏季

及び冬季期間においても有効的に使用できると思いました。 

 

 

 

      マルチルームカー外観 



   

 

 

 

 

作業員休憩状況 

エアコン完備 

手洗い場 

ゴミ箱 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：小出１３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 防草対策工の施工について 

工 事 名 R2 長岡国道管内冠水対策その３工事 

施 工 業 者 名 株式会社 北越トラスト 

報 告 者 名 佐々木 菜々（ささき なな） 【現場代理人】 

工 事 概 要 
切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 16,800m2 

排水工 L=50m  防草対策工 580m2 

, 

報文概要 

 

・施工箇所が豪雪地帯で施工時期が限定されている中で、防草対策工において、

プレキャスト製品を使用し、効率化及び省力化を図り、工期を短縮した。    

・また、法肩及び法尻コンクリートに横断勾配をつけることで、路面排水処理の

効率化を図った。 

 

実施内容 

 

・プレキャスト防草パネル(W1,000×L2,000)を使用し、法面部分に敷設

した、法肩部及び法尻部は、現場打ちで生コンクリートを打設した。 

・冠水対策として排水機能をもたせるために、法肩部及び法尻部の現場

打コンクリートに２％の横断勾配をつけ、法尻部側溝へ排水する構造と

した。 

 

実施結果 

 

・施工時期が雨の多い時期のため、雨天時にも施工が出来たことも含め、

施工日数が２割程度(２４日→１９日)短縮できた。 

・プレキャストのため、出来映え良く仕上り、路面排水機能が向上した。 

       

           防草パネル使用による防草対策工 

２％ 

２％ 

防草パネル 



   

    ・断面図のとおり現場打コンクリートの法肩部と法尻部に２％の勾配をつけ、路 

面排水機能の向上を図った。 

    ・法尻部現場打コンクリートと側溝の継ぎ目から草が生えないよう、既設側溝の 

上に2.5cmの厚さでコンクリートを打設し防草対策とした。 

     

      

 

 

         

                   防草パネル 

 

1,000mm 

2,000mm 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：湯沢０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 鉄骨建方安全対策について 

工 事 名 二居除雪基地新築工事 

施 工 業 者 名 株式会社 森下組 

報 告 者 名 大口祐樹（おおぐちゆうき）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
建物 1）車庫 鉄骨造平屋建て 

 建築面積 528.96㎡ 

 床面積  528.96㎡ 

 延べ面積 510.54㎡ 

 

報文概要 

 

・鉄骨建方時の精度がその後の仕上工事の精度にも大きく影響するため、

鉄骨の建方精度は重要と考え、建方精度を保持する上でより安全で効率的

な施工と考え取組を行った。 

 

実施内容 

 

・鉄骨建方の歪み直しで柱 12 全て建方ベースを採用し歪み直しを行っ

た。 

従来の鉄骨建方では、柱に歪みワイヤーを張りレバーブロックで歪み直し

を行い、歪みワイヤーは、柱1本に対し原則4方に4本張るため、梁の架設

時や高所作業の通行時障害となる、また建方完了後にワイヤーを外す高所

作業が発生する際、墜落災害等が懸念されるため、本工事では柱脚部で建

て入れ調整を行う「建方ベース」という商品を採用した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

 

・歪みワイヤを設置しないため、安全通路が確保しやすく、作業スペー

スを広く確保することができた。 

・ワイヤーを外す高所作業が減り、墜落災害のリスクが軽減できた。 

・建て入れ調整時のワイヤー脱着の作業がなく、工期が短縮できた。 

・油式ではないため、力が弱く建て入れ調整ができずワイヤーを使用し

た個所があった。 

・リース料が高くコストは高めである。 

 

 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：湯沢０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 杭ナビ、快速ナビを活用した出来形管理 

工 事 名 国道17号五十嵐入口交差点改良その２工事 

施 工 業 者 名 （株）文明屋 

報 告 者 名 岡部勝利（おかべかつとし）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
道路土工 1式、石･ﾌﾞﾛｯｸ積工 1式、ｶﾙﾊﾞｰﾄ工 1式、排水構造物工 1式 

縁石工 1式、駒止工 1式、防護柵工 1式、情報ﾎﾞｯｸｽ工 1式、舗装工 1式 

横断歩道橋撤去工 1式、構造物撤去工 1式、有線通信設備工 1式、仮設工 1式 

 

報文概要 

 

道路土工の掘削工、路床盛土工での出来形管理において、「杭ナビ」「快速ナ

ビ」を活用し出来形管理の効率化を図った。 

 

実施内容 

 

道路土工各断面の計測位置の 3 次元化したデータ（Ｘ,Ｙ,Ｚ）を快速

ナビに記録しておき、掘削完了後の出来形管理において測定位置の基準

高、路床盛土完了後の測定位置の基準高を計測した。 

 

 

実施結果 

各測点の位置及び基準高が快速ナビにより明確に判り、従来の光波測

距義やレベルを用いることなく短時間での出来形管理が可能でありＴ

Ｓ出来形の簡易版といった感じであった。 

また掘削途中の掘削位置、高さの確認にも使用できるため、ＩＣＴ土

工との併用での使用も可能であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間点灯状況 ソーラー街灯設置 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

掘削工出来形 路床盛土工出来形 

快速ナビ画面 基準高 

設計 268.358 実測 268.364 

No.3 出来形管理実施状況 

杭ナビ 杭ナビ 

快速ナビ画面 基準高 

設計 269.039 実測 269.052 



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：湯沢０３】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 小学生通学時の誘導 

工 事 名 国道17号五十嵐入口交差点改良その２工事 

施 工 業 者 名 （株）文明屋 

報 告 者 名 岡部勝利（おかべかつとし）〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
道路土工 1式、石･ﾌﾞﾛｯｸ積工 1式、ｶﾙﾊﾞｰﾄ工 1式、排水構造物工 1式 

縁石工 1式、駒止工 1式、防護柵工 1式、情報ﾎﾞｯｸｽ工 1式、舗装工 1式 

横断歩道橋撤去工 1式、構造物撤去工 1式、有線通信設備工 1式、仮設工 1式 

 

報文概要 

 

交差点部の改良工事に伴い迂回路を設置した。その際、小学生の朝の通学路

が迂回路の路肩を通行することから、小学生の安全確保を目的として登校時の

誘導を実施した。 

 

 

実施内容 

 

迂回路は既設市道のすぐ脇に南魚沼市及び地域住民の協力を得て設置し、

幅員は片側 3.5ｍの 2車線とし、歩行者通路までは確保できない構造であった。 

小学生の通学は右側通行が基本で、朝の登校時には迂回路の路肩部

分を歩くことになったが、路肩は 50 ㎝しかないため、児童の安全のた

め登校時間帯に交通誘導員による誘導を実施した。 

実施結果 

8 月 27 日の 2 学期始業式より交差点部の工事が完了し従来の通学路

を通行するまでの 10 月 21 日の間、児童がヒヤッとすることもなく安

全な登校を確保することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 迂回路平面図  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

通学児童誘導状況 



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：湯沢０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トンネル内の注意喚起 

工 事 名 令和元年度芝原トンネル照明設備改修工事 

施 工 業 者 名 本間電機工業株式会社 

報 告 者 名 佐藤 正人（さとう まさと）〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
LED照明器具 111台 設置 

自動調光装置設置 1組 設置 

既設ナトリウム灯器具 303台 撤去等 

 

報文概要 

 

本工事は照明設備の改修で、工事中はトンネル内の照度が規定に満たない状況

で、土日祝日等規制せず解放する事から、通行車両に注意喚起が必要との話があ

り、トンネル壁面両サイドにチューブライトを設置した。これにより、トンネル

内が工事中区間であることを示し、中央部は特に暗い状況でしたが、チューブラ

イトの点滅により壁面が分かりやすく、通行車両に注意を促す環境となった。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 創意工夫 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

（説明）
本工事は国道１７号湯沢町三俣地内の芝原トンネルの照明設備改修を行うもので、照明設備を片側づ
つ改修を行う為、工事期間中は必要照度を確保出来ない状態になる。
工事中は片側交互通行規制をかける為、注意喚起可能であるが、工事終了後や土日祝日は規制をせ
ず解放する事から、一般通行車両等に工事中であり注意を促す必要があるのではとの話があり、どの様
な方法があるか検討した。
トンネル内は歩道もなく狭いので、スペースを取らず目立つものとして工事現場で見かけるチューブライト
はどうかという案を頂き、可能かどうか,施工方法等検討し下図の様に計画し、実施した。
暗いトンネル内ですが、チューブライトを設置したことで壁面等が分かりやすく、注意喚起できたものと考
えます。

(添付図）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

令和元年度芝原トンネル照明設備改修工事
安全衛生

　トンネル内の注意喚起

約2
0ｍ

約2
0ｍ

約2
0ｍ

約2
0ｍ

約2
0ｍ

約1
00ｍ

チューブライト φ22×10ｍ
AC100V 6W  50本接続可能　10本+50本で600ｍに設置

メッセンジャーワイヤーに支持

巻付グリップ 14sq

S=NON仮設詳細図

アイボルト W3/8

巻付グリップ 14sq

メッセンジャーワイヤー 14sq

アイボルト W3/8　外径約42mm

結束支持

巻付グリップ 14sq

メネジアンカー W3/8 SUS

側溝

1ｍ

ターンバックル

巻付グリップ 14sq

42

解放時の状況

中央部・工事中の状況

中央部･工事中の状況



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：湯沢０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 健康管理を目的とした施工環境改善について 

工 事 名 令和元年度長岡国道管内17号トンネル補修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 文明屋 

報 告 者 名 半沢博士（はんざわひろし）［現場代理人］ 

工 事 概 要 
 コンクリート舗装補修工 182.4ｍ2、 ひび割れ止水注入工 35.3ｍ 

 アーチパネル・横導水 1式、 堀込式線導水 210.8ｍ 

 表面被覆 1式 

 

報文概要 

 

・新型コロナウィルス対策 

・熱中症対策 

 

実施内容 

 

・屋外休憩場の設置（2 階テラス） 

・熱中症警戒車による現場巡視 

・交通誘導員（停止誘導員）に日陰と扇風機の設備 

 

実施結果 

 

コロナウィルス感染者無し、熱中症による体調不良無し 

 

 

【屋外休憩場の設置】 

当工事が受注契約を結んだ3月末頃において、世間では新型コロナウィルスの話題で 

溢れ、感染予防に対する情報が繰り返し報道されていた。3密を避けるため1階休憩所

を3連棟、2階事務室を2連棟とし、その差分を屋外休憩場として休憩スペースとした。 

通常、このような組み合わせの 

場合、1階と2階の入り口を同一 

線上に配置する。それをずらす事 

により階段踊り場の手すりを外し 

テラスへの出入り口とした。（図2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外休憩場 

図 2 

図 1 



床面には人工芝を張り、サマーチェアや 

ベンチを用意して自由に使える場とした。 

遮光ネットとポリエチレン波板を併用して 

直射日光と雨を防ぎ快適性を向上させている。 

屋外の開放性もあって喫煙可としている。 

２階部分に位置することもあって風の吹き抜け 

も強く、利用者の評価も高かった（図3） 

【熱中症警戒車による現場巡視】 

環境負荷の低減を図り電気自動車を使用した熱中症警戒車を用意して現場の巡視をし、 

WBGT測定や熱中アメとドリンクの配布などを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通誘導員に日陰と扇風機の設備】 

交通誘導員、特に停止誘導員の作業環境は 

過酷な場合が多い。現道上なために対策にも 

制約が多々あるが、風で煽られないことが 

最低条件となる。キャスターを付けた 

枠組み足場の調整枠に加工した鉄筋を取付け、 

遮光ネットを設置して日陰を作った。 

遮光ネットは風を通すよう穴が開いており 

突風で煽られにくい。（図3） 

本体にはバッテリー式 

扇風機を設置して 

体感温度の低減を 

図れるように 

配慮した。（図4） 

 

 

 

 

図 3 

図 3 

図 4 



分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：湯沢０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 斫り作業時の飛散防止対策について 

工 事 名 令和元年度長岡国道管内トンネル補修その２工事 

施 工 業 者 名 株式会社 文明屋 

報 告 者 名 笛田 善行（ふえだよしゆき）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
[芝原地区][八木沢地区][小千谷地区] 

コンクリート舗装補修工 RC版補修 436.9m2 湧水処理工 １式 

漏水対策工 １式 流末処理工 １式 仮設工 １式 

 

報文概要 

 

・限られた時間での夜間作業で、斫り作業時におけるコンクリート破片の飛散防

止対策に留意する必要があったことから、今回簡易テントと防護ネットを組合わ

せて安全施設を作成して飛散防止に取り組んだ。 

 

実施内容 

 

・1人で簡単に設置できる軽量のワンタッチ式テントと防護ネットを組

合せて飛散防止対策施設を作成する。 

テントの天幕を外して骨組みに防護ネットを被せてクリップ等で留め

て使用する。段差がある部分は鋼製枠に防護ネットを被せて隙間無い様

に設置する。 

 

実施結果 

 

・設置にかかる手間や時間も僅かであるが飛散防止対策施設として事故

交通災害防止の施設となった。軽量な部材を使用する事から設置する作

業員の負担も軽減できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[監査路部位施工時の設置状況] 

（小千谷第 2 トンネル） 

局部施工時の段差にも脚部品を収縮して対

応出来る。 

 

[車道部施工時の設置状況]（芝原トンネル） 

テントの骨組みを複数使用して、広い施工

エリアに対応した。 





 

分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：湯沢０７】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 既設物寸法測定及び新設構造物寸法の決定における３次元データの活用 

工 事 名 令和元年度湯沢維持管内防災その２工事 

施 工 業 者 名 町田建設株式会社 

報 告 者 名 鈴木道廣（すずきみちひろ）[監理技術者] 

工 事 概 要 
工場製作工１式、ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ補修工１式、ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ補強工１式、現場塗装工１式

、構造物撤去工１式、仮設工１式 

 

報文概要 

 

スノーシェッド補強・補修工において既設物寸法測定及び新設構造物寸法の

決定に３次元データを活用した。 

 

 

実施内容 

 

TLS(地上レーザースキャナー)を用いて３次元計測した (図１、図 2) 。既存

資料等から起こした図面(図 3 赤線)と TLS で得られた点群データ(図 3 黒線)

を比較した。 

この比較図と基本設計図から基準位置を決定して、新設構造物の基準

図を設計した(図 3 青線)。 

 

 

実施結果 

 

上り・下りの道路規制を行って、手作業で現場計測する手間を大幅

に省くことができ、かつ正確な寸法取りが出来た。また新設構造物の

正確なパーツを設計することが出来(図 3)、上り、下り別々に設置した

部材が正確に接続された(写 1,2) 

これによって、従来式の現場測量によるものと比較して道路規制に係

る概略日数が以下のように縮減された。また調査における足場への昇

降回数も少なくなって安全面にも寄与した。 

11スパンの測量にかかる「片側交互通行規制日数」のみの概略比較は

以下の様になった。 

従来方式‥‥両側概ね15日 

TLS測量‥‥2日 



図、写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 既設平面             図2 既設断面 

 

図3 赤線‥既存資料等からの既存構造物復元図、黒線‥3D測量結果、青線‥‥新

設構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写1 完成（起点→終点）      写2 完成（終点→起点） 

 

 



分類区分 ①  工事施工 

【担当出張所等：湯沢０８】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル UAV飛行ミッション作成による定点斜面点検 

工 事 名 R2年度長岡国道管内斜面雪処理作業 

施 工 業 者 名 町田建設株式会社 

報 告 者 名 町田 敬（まちだたかし）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
雪崩パトロール １式、人力処理 １式 

雪崩調査 １式 

 

報文概要 

 

雪崩点検においては、雪崩発生区や走路が本線上から見通せずに、斜面の登坂や

雪上歩行を伴い目視確認が困難であった。だが、近年はUAVの発達により、容易

に危険箇所の確認が可能となった。しかし、飛行ルートの安全確保や操縦者によ

る撮影誤差の解消、機体注視など操縦者への負担が大きかった。これらの課題を

解決するため、自動航行アプリを用いて、予め離陸地点を決め空中での定点撮影

飛行ミッションを作成し効率的で安全なUAV雪崩点検の確立を図った。 

 

実施内容 

 

国道17号湯沢維持・雪害対策出張所管内雪崩発生危険性の高い箇所とし

て把握している12地区25斜面の内、道路上から見通しの悪い箇所17斜面

において、定点撮影飛行ミッション（図１）を作成した。 

 

実施結果 

 

・雪崩発生の恐れのある斜面への立ち入りや雪上歩行や登坂などリスクの高い作

業を回避可能となった。 

・同一画角での写真撮影を可能とし、操縦者の負担軽減や斜面変化の比較判断が

容易となった（写真２－１と写真２－２，写真３－１（と写真３－２） 

・UAV 操縦者においては、機体の変状や気象状況の変化など墜落に繋が

る外的要因への注視を行い易くなった。 

・離陸（着陸）箇所を事前に取り決めたことにより、周囲の安全確認が

容易になった（写真１－２） 

・機種の変更があった場合も同一の定点撮影飛行ミッションを使用する

ことや定点撮影飛行ミッションの共有も可能となるが，ズーム等の倍率

は記録されないため注意が必要であった。 

 

       

写真１-１ 使用機体  写真１-２ 離発着場所   写真１-３ 操縦状況 



 

図１ 定点撮影飛行ミッション 

    

写真２-１ 積雪初期の斜面状況（三国）写真２-２ 融雪末期の斜面状況（三国） 

 

    

写真３-１ 積雪初期の斜面状況（八木沢）写真３-２ 融雪末期の斜面状況（八木沢） 

 

  

 



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：湯沢０９】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 切削オーバレイにおける施工タイムスケジュールの短縮について 

工 事 名 R2湯沢維持管内舗装修繕工事 

施 工 業 者 名 株式会社 種村建設  

報 告 者 名 種村 弘 （たねむらひろし）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
切削オーバレイ工 13，000ｍ2 

三国工区、三俣工区、神立（1）、神立（2）、神立（3）5箇所 

 

 

報文概要 

 

施工箇所付近では、隣接する関連工事があり、行楽時期と重なり、朝夕におい

ては、通行車両が混雑するため、工事車両のサイクルタイムが、限られた施工時

間内に運航できない可能性を考慮し、現場内作業の時短に努める。 

 

実施内容 

 

切削において、施工延長区割りを路面にマーキングし、積込量を計算

で出すことで、必要なﾀﾞﾝﾌﾟ台数＋1台の確保。 

 ﾀｯｸｺｰﾄ乳剤において、養生時間短縮できる製品を使う。 

 

実施結果 

 

 決められた位置まで切削することで、積込量の確認事項が減るととも

に、「作業に集中出来る事で早く切削ができた。」「周りを見る余裕が

でき、安全に作業できた。」「運搬車も区割り場所で待機し、離隔する

ことで、接触防止ができた。」 

 通常乳剤だと、養生に 1～2 時間必要だが、養生時間短縮する製品だ

と、5～10 分程度で養生完了するので、舗設開始時間を早められ、日々

施工量を落とさずに予定日数で施工できた。 

 

切削積込する距離を決めた。 



注意箇所をｵﾍﾟﾚｰﾀｰが確認できる。 

 

散布5分程度で車両搬入したが乳剤付着なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：湯沢１０】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 急勾配法面における張りコンクリート施工の工夫について 

工 事 名 R２湯沢維持管内堆雪帯設置及び防雪工事 

施 工 業 者 名 町田建設株式会社 

報 告 者 名 青木 祐作（あおきゆうさく） ［現場代理人］ 

工 事 概 要 
道路土工1式、舗装工1式、擁壁工1式、排水構造物工1式、縁石工1式、防護柵工

1式、道路付属施設工1式、落石雪害防止工1式、アンカー工1式、現場塗装工1式 

 

報文概要 

 

・本工事に含まれる張りコンクリート（A=275m2,t=10cm）の施工において、現

場条件は平均勾配 1:1.5、法長 Sl=0.8m～2.0m（図 1）と急勾配かつ法長が長か

ったため、コンクリート打ち込み作業の効率化と仕上がりの出来栄えを確保す

るための施工方法の工夫を図った。 

 

 

実施内容 

 

・張りコンクリート（18-8-40BB）の打ち込み時にコンクリートが法面

途中に留まりやすいように、打ち込み箇所の法面に横断方向に一定間

隔でエキスパンドメタルネットのスモールメッシュタイプ

（0.8T/W0.8）を流れ留めに設置した（写 1,2） 

 

 

実施結果 

 

・エキスパンドメタルネットが法面に打ち込んだコンクリートに対し

て減勢効果を果たし（写 3）、法尻への流下を防いで打ち込み箇所で留

まらせることが出来たため、コンクリートの材料分離を防止出来た。

また施工時についても敷均し作業の効率化、仕上げ作業の施工性の確

保に有効であった(写 4,5)。 

エキスパンドメタルネットを用いた張りコンクリートの施工上の工

夫により、急勾配法面における張りコンクリートの品質と、仕上がり

の出来栄えを確保できた。 

 



図、写真 

 

   
図 1 張りコンクリート施工図        写 1 ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙﾈｯﾄ設置状況 

 

  

写2 法尻方向から法肩方向を望む        写3 打ち込み状況 

 

  

写4 敷均し状況              写5 完成 

 

 



分類区分 ②交通安全 

【担当出張所等：湯沢１１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 走行速度抑制を目的とした自動車速度測定システムの設置について 

工 事 名 Ｒ２湯沢維持管内スノーシェルター外補修工事 

施 工 業 者 名 株式会社 文明屋 

報 告 者 名 田村 孝之（たむら たかゆき）［現場代理人］ 

工 事 概 要 
道路修繕【関山地区：関山スノーシェッド】 

工場製作工 １式、ｺﾝｸﾘｰﾄ部材補修工 1式、鋼部材補修工 1式、清掃工 1式 

排水構造物工 1式、構造物撤去工 1式、仮設工 1式 

 

道路修繕【堀切地区：堀切スノーシェッド】 

工場製作工 １式、舗装工 1式、防護柵工 1式、鋼部材補修工 1式 

仮設工 1式 

 

 

報文概要 

 

 関山スノーシェッドの補修工事に伴い、高所作業車等の作業ヤードを確保する

ため、片側交互通行規制が必要となった。 

 関山スノーシェッド東京側下り線は、勾配変化点からの急勾配な下り坂やカー

ブにより、非常に見通しが悪く、また 1km 手前は２車線道路となっており、走行

速度が出易い場所である。 

 勾配変化点手前の登坂車線と走行車線の合流部へ、速度抑制を目的とした速度

測定装置を設置した。 

 

 

実施内容 

 

 車線合流部の路肩に、測定速度が変更することが出来る「自動車速度測定シス

テム（FC-1）」を設置し、一般車両の走行速度の計測表示を行った。 

 電源については、設置場所が路肩となるため、ソーラー式の電源ユニットを採

用し、他機材の使用削減を図った。 

 

 

実施結果 

 

 自動車速度測定システムの計測表示に際し、走行車両が減速していたことか

ら、速度抑制として有効であったと思われる。 

 しかし、測定速度を時速 40 ㎞以上にて測定した場合には、検知する

車両が多く、処理速度が追い付かず速度表示が遅れてしまっていたた

め、時速 60 ㎞以上の車両を検知対象として、速度計測を行うこととな

った。   

 

 



 

 

                         自動車速度測定システム（FC-1） 

        

        装置背面部              測定速度調節装置 

   

             ソーラーパネル           充電バッテリーボックス 

      

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：湯沢１２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トンネル内区画線施工上の工夫 

工 事 名 Ｒ２湯沢・小出維持管内区画線設置工事 

施 工 業 者 名 （株）クオンテック 

報 告 者 名 宮崎 薫（みやざき かおる）  ［現場代理人］ 

工 事 概 要 
一般国道１７号 南魚沼郡湯沢町大字三国地先から小千谷市高梨地先 

182.04kp～270.66kp 総延長94.52㎞ 

管内道路塗替え区画線設置工 一式 

管内工事による区画線設置・移設工 一式 

 

報文概要 

 

湯沢維持・雪害対策出張所管内全トンネル内で中央線を設置するにあたり、 

トンネル区画線の施工計画書を新たに作成し交通規制の施工方法を明確にして 

通行車両及び近隣住民への影響を出来る限り少なくなる様、施工しました。 

 

実施内容 

 

各トンネルの中央線設置では壁面の形状が厳しく大型車両がトンネル

中央部を通常はみ出し走行する事から、夜間の通行車両が殆どない時間

帯を選び、片側交互通行規制で行い、また夜間通行規制のお知らせを 

近隣住民に回覧し、通行車両には予告看板等を配置し施工しました。 

 

実施結果 

 

各トンネル内区画線の片側交互通行規制において、規制箇所と時間を 

解りやすく明記する事で、近隣住民や通行車両への理解と協力が得られ 

事故や苦情も無く作業を終える事が出来ました。 

     

    工事規制予告看板設置状況       規制開始場所工事看板設置状況 

             

              中央線設置完了写真 



 

 



分類区分 ③ 安全管理 

【担当出張所等：事業対策官０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 新型コロナウィルス対策について 

工 事 名 国道17号小栗山地区改良その14工事 

施 工 業 者 名 株式会社 種村建設 

報 告 者 名 今井 誠（いまい まこと）〔現場代理人兼監理技術者〕 

工 事 概 要 
道路土工(掘削ICT) 2,600m3 

地盤改良工(ｽﾗﾘｰ攪拌：杭径1600㎜、杭長27.7m) 154本 

仮設工 1式  

 

報文概要 

 

本工事は「六日町バイパス」に関する軟弱な地盤への道路改良工事であり、県外

労働者による施工であったため、新型コロナウィルスへの対策に留意する必要が

あった。簡易型抗体検査キットを購入し新規入場時と帰省後に随時検査を行い、

陰陽性の確認を行った。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 　創意工夫 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

（説明）　本工事の固結工(ｽﾗﾘｰ攪拌)は県外労働者(埼玉・千葉)での施工であり、新型コロナウィルスが
蔓延している中、工事を進めていく必要があった。入場前に店社安全衛生委員会を開催し、県外者への
対応策を検討し現場で抗体検査を実施する事とした。抗体検査キットを購入し、新規入場時や連休帰省
後に随時実施し、陰性の確認を行った。県内労働者も常駐している中、その場その場での判断ではあっ
たが安心感を持って現場を進められる事が可能となった。

(添付図）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

　国道17号小栗山地区改良その14工事
　安全衛生

　新型コロナウィルス対策について（県外労働者への対策）

抗体検査キットによる検査実施

抗体検査キット 実施状況(新規入場時)

実施状況(新規入場時) 実施状況(連休帰省後)



分類区分 ④ 施工管理 

【担当出張所等：事業対策官０２】  

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トンネル掘削及び覆工コンクリートの出来形管理について 

工 事 名 国道17号虫野トンネル工事 

施 工 業 者 名 株式会社 植木組 

報 告 者 名 本田 崇(ほんだ たかし) 〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
トンネル工 １式  

トンネル工（機械掘削） １２５ｍ 、インバート工 １２５ｍ、トンネル坑門工 １式 

坑内付帯工 １式 、トンネル工補助工法 １式、仮設工 １式 

 

報文概要 

 

・トンネル覆工厚さは出来形確認位置においては写真等で確認できるが、トンネ

ル工事の特異性から不可視部分が多い。よって全線の覆工厚さが確認できる様、

レーザースキャナを用い出来形確認を行った。測定は掘削完了後に１回、覆工コ

ンクリート完了後に１回、計２回行った。覆工厚さのほか設計位置、支保工・ロ

ックボルト本数等も記録に残すことができる。結果、管理測点以外の任意箇所に

おいても覆工厚さがあることが事後確認できた。また、完成検査時においては参

考として成果品をVRにて掘削完了後・覆工完了後の状況を確認して頂いた。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。  

 

実施結果 

 

 

 別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 

 



様式－３４(1)

  　工　事　名  受注者名 株式会社 植木組 長岡支店

項　　　目 評価内容

 ■創意工夫 ■施工

□新技術活用

□品質

□安全衛生

□社会性等 □地域への貢献等

・作業環境の改善
・交通事故防止の工夫
・環境保全の工夫　等

・周辺環境への配慮
・現場環境の周辺地域との調和

地域社会や住民
に対する貢献

・地域住民とのコミュニケーション
・災害時など地域への支援・行政などによる救援活　動への協力

・仮設備の工夫

・試行技術及び「有用とされる技術」以外の新技術　の活用

・土工、設備、電気の品質向上の工夫
・コンクリートの材料、打設、養生の工夫
・鉄筋、コンクリート二次製品等使用材料の工夫
・配筋、溶接作業等の工夫　等

・安全衛生教育・講習会・パトロール等の工夫

・「少実績優良技術」 を除く「有用とされる技術」　の活用

・施工方法の工夫、施工環境の改善
 自ら立案実施し
た創意工夫や技
術力

・仮設備計画の工夫
・施工管理の工夫
・ＩＣＴ（情報通信技術）の活用　等

ＮＥＴＩＳ登録技術のうち、
・試行技術の活用
・「少実績優良技術」の活用

・コンクリート二次製品等の代替材の適用

創意工夫・社会性等に関する実施状況

国道17号虫野トンネル工事

実施内容

・施工に伴う器具、工具、装置等の工夫



様式－３４(2)

工　事　名
項　　　目 創意工夫 評価内容
提案内容

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

国道17号虫野トンネル工事
施工

レーザースキャナによる掘削及び覆工コンクリートの出来形管理について
（説明）
　トンネル掘削完了に伴い、レーザースキャナにより坑内掘削断面の確認を行った。坑内すべてをス
キャンニングするため、どの測点位置においても出来形の確認ができる。結果、出来形不足は確認され
なかった。

(添付図）

創意工夫・社会性等に関する実施状況

⑫ - ⑪

GH= 106.43

FH=

GH=106.42

DⅢa

凡 例

■：設計断面





課題区分 ④ 施工管理 

【担当出張所等：事業対策官０３】 

施 工 技 術 報 告               

課 題 名 堤冠コンクリート打設における工夫 

工 事 名 国道２５３号欠之上第２渓流堰堤外その２工事 

施 工 業 者 名 株式会社 森下組 

報 告 者 名 荒川 勇（あらかわ いさむ）（現場代理人監理技術者兼務) 

 

 

工 事 概 要 

(欠之上地区1) 鋼製堰堤工 96ｔ、4700m3  道路土工 10600m3   

(工事用道路撤去工区) 構造物撤去工 1式  仮設工 1式  

(欠之上地区2) 道路土工 1式 排水構造物工 1式 

(八箇地区) 道路土工 1式  

 

報 分 内 容 

堤冠コンクリート（高強度）部分における、乾燥収縮ひび割れ対策の工夫及

び初期温度抑制の工夫について報告する。 

堤冠工ンクリート、富配合コンクリートと高強度コンクリートの２

層になっており両配合とも単位セメント量が多いため、発熱しやすく

乾燥収縮によって発生する恐れがあり、コンクリートクラック防止対

策の工夫を多方面により行い。品質を向上させる。 

 

 

 

 

 

堤冠 

コンクリート 



 

実施内容 

 

1.  堤冠コンクリート（高強度）部分における、乾燥収縮ひび割れ対策の

工夫を行った。 

収縮低減タイプの高性能 AE 減水剤（NETIS CB-110024-VE）で

の試験練りを行い、強度とフロー値の確認を行い練り上がりから

のスランプフローの確認検討を行った。 

 

 

 

2. 堤冠コンクリート幅（Ｗ）13.0ｍ(Ｌ）3.6ⅿと面積が広いため、

打ち継ぎ目を設置し、ブロック分けを行い打設量の調整を行っ

た。 

 

 

 

3. 養生方法において、型枠を上

げて養生水が溜まるように施

工し、養生シート（NETIS 

CB-180004-A）を使用し湿潤状

態を長期間保つことができ

た。 

試験施工 

打継目設置 



 

4. 打設方法の対策として、作業半径を満たすクレーン搬入ができな

い施工箇所なので、スランプロスが懸念された。ﾊﾞｯｸﾎｳを３台使

用し効率よく搬入が可能になり、工程どおりに打設完了できた。 

 

 

 

 

実施結果 

 

 

 

 

各現場毎の様々な条件があり、対応内容により施工性と品質も向上した

り、全体工期にも影響します。コンクリートの品質は、現場の養生で大きく作

用されると思います。 

今回施工のコンクリートは、完了時有害クラックは無く、品質は保つことが

できました。 

現場の創意工夫で品質が改善し、少しでも品質向上に繋がって行くよう、今

後も技術活用に努めたいと思います。 

 

 

 

打設状況 

完 成 





分類区分 ⑥ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ 

【担当出張所等：事業対策官０４】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル イメージアップについて 

工 事 名 国道17号大浦地区改良その４工事 

施 工 業 者 名 伊米ヶ崎建設(株) 

報 告 者 名 奥村 圭太（おくむら けいた）〔現場代理人〕 

工 事 概 要 
道路土工１式、地盤改良工１式、擁壁工１式、石・ﾌﾞﾛｯｸ積(張)工１式、排水構

造物工１式、舗装工１式、縁石工１式、防止柵工１式、区画線工１式、法覆護岸

工１式、構造物撤去工１式、骨材再生工１式、消融雪設備工1式、仮設工1式、橋

梁上部工1式、情報管路工1式 

 

報文概要 

 

施工箇所は通学路であり民家が近い箇所での施工であったことと、新型コロナウ

イルス感染予防の周知徹底を図るため。LED ビジョンを活用し週間工程表及び感

染予防を現場に掲示することで工事内容の周知とコロナウイルス感染予防対策

の周知を行った。 

 

実施内容 

 

安全掲示板の脇に LED ビジョンを設置し、週間工程表、ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策、

月末出来高（空撮写真）を掲示することで工事の進捗状況等の地域住民

とのコミュニケーションを図った。 

 

実施結果 

 

フリーソフトで掲示画面編集ができ、キャラクター等を使用したこと

で、近隣の住民の方から工事の予定等進捗状況が明確で好評でありイメ

ージアップにも繋がった。 

掲示状況           コロナウイルス対策 

    

週間工程表          月末出来高状況 

   





分類区分 ③安全管理 

【担当出張所等：事業対策官０５】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 防犯対策カメラの設置 

工 事 名 国道17号 三用川橋上部工事 

施 工 業 者 名 川田工業株式会社 

報 告 者 名 長谷川 孝一（はせがわ こういち）［現場代理人］ 

工 事 概 要 
工場製作工   １式 

工場製品輸送工 １式 

鋼橋架設工   １式 

橋梁現場塗装工 １式 

橋梁付属物工  １式 

 

報文概要 

 

防犯対策として、現場を一望できる場所に防犯カメラを設置した。カメラは

360°自由に旋回可能で、光学 18 倍・デジタル 12 倍ズームで遠くの状況も鮮明

に確認でき、パソコンやスマートフォンからリアルタイムで確認することができ

る。 撮影データは、自動でバックアップし保存可能である。 

また豪雪地域において冬期の工事中止期間中など現場に近寄れない場合でも、

このカメラを活用し現場点検を行うことができる。防犯だけでなく大雪・大雨等

の異常気象で状況確認が可能となる。 

 

実施内容 

 

・360°旋回ネットワークカメラを現場に設置した。 

・撮影した映像をパソコンのみでなくスマートフォンでも見られるようにした。 

・撮影した映像を保存できるようにした。 

 

実施結果 

 

現場にいない時でも現場の状況が確認できるようになり、作業状況の

確認や防犯等、安全性の向上に繋がった。電源さえあれば他の工事でも

使用できる技術である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜カメラ設置状況＞ ＜カメラ設置状況＞ 

防犯カメラ 
防犯カメラ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜画像確認状況（パソコン）＞ ＜確認画面（パソコン、架橋位置）＞ 

＜確認画面（パソコン、ヤード入口）＞ ＜確認画面（パソコン、A2 背面）＞ 

＜画像確認状況（スマートフォン）＞ 

＜確認画面（スマートフォン、ヤード入口）＞ ＜カメラカタログ＞ 



分類区分 ⑥ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ 

【担当出張所等：事業対策官０６】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 高校生のICT施工現場見学会 

工 事 名 国道17号余川地区改良その3工事 

施 工 業 者 名 株式会社 北越トラスト 

報 告 者 名 岡田 哲也（おかだ てつや） 〔監理技術者〕 

工 事 概 要 
ICT掘削 14,000m3  ICT路体盛土 3,200m3  ICT路床盛土 1,900m3 

排水構造物工 一式 擁壁工 一式 舗装工一式 情報ボックス工 一式 他 

 

報文概要 

 

建設業の深刻な担い手不足を解消する取り組みとして、高校生 58 人を対象に 8

月 4日、5日の 2日間に分けて ICT 施工の現場見学会を実施した。 

 

 

実施内容 

 

建設業の人手不足の現状、人手不足を解消する取り組みと ICT 施工の関

連を説明。また、週休 2 日制への取り組みを伝えた。 

 

 

実施結果 

 

高校生から届いた感想文の中で、「土木系で働きたいと思った」、「ICT

建機で早く、正確に作業出来ることがわかった」「市民のために働いて

くれて感謝の気持ちになった」など、良いイメージを持ちまた、職業選

択の候補にもなったと思う。 

 

実施写真は別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

テント内で説明を聞く高校生 

 

 

ICT建機の実演見学 

 



分類区分 ① 工事施工 

【担当出張所等：工務建専官０１】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル ＩＣＴ盛土における余裕幅の構築について 

工 事 名 国道８号宝田－茨目地区道路改良工事 

施 工 業 者 名 株式会社 大石組 

報 告 者 名 田中 興次（たなか こうじ） 〔現場代理人・監理技術者〕 

工 事 概 要 
路体盛土工（ICT） 22,300ｍ3 

土質改良工     24,700ｍ3 

仮設工         1式 

 

報文概要 

 

・本工事で､サーチャージ盛土 22,300ｍ3 を施工するにあたり、路肩からの締固

め機械の転落防止対策と路肩部の締固め不足解消に取り組んだ。 

 

実施内容 

 

・各層の盛土敷均し幅は、設計数値より両側とも50cm拡幅した数値を3

次元設計データに入力し施工する。 

・GNSSを用いた締固め機械は、各層の設計盛土幅の数値を3次元設計デ

ータに入力し施工する。 

 

 

実施結果 

 

・盛土の敷均しは、8t級3次元MCブルドーザで施工した。 

・GNSSを用いた締固め機械は、4t級コンバインドローラで施工した。 

・各層の設計盛土幅は敷均し盛土幅より両側50cm内側であることから

、締固め機械の路肩からの転落事故が無く、路肩部の締固めは小型機

械を使用せず他の部位と同様に4t級コンバインドローラで行ったため

良質な締固め管理が行われた。 

 

 

サーチャージ盛土 標準断面図 

 

 

 

 

敷均し幅 拡幅 50cm 敷均し幅 拡幅 50cm 



 
サーチャージ盛土 敷均し 

 
3次元MCブルドーザ 敷均し状況      操作画面【路肩より50cm拡幅】 

  
 

・ICT活用工事における各層の盛土敷均し幅は、締固め機械の転落防止を考慮して両側とも設計

盛土幅に＋50cmの余裕を持たせて３次元設計データを作成し、3次元MCブルドーザにより施

工した。 

 

サーチャージ盛土 締固め 

 

GNSSを用いた締固め機械           操作画面【設計路肩部】 

   

 
・ICT活用工事における各層の盛土締固め幅は、各層の設計盛土幅を3次元設計データに

入力し、GNSSを用いた締固め機械で施工した。  

・各層の設計盛土幅は敷均し盛土幅より両側とも50cm内側であることから、締固め機

械の路肩からの転落事故が無く、路肩部の締固めは小型機械を使用せず他の部位と同

様に4t級コンバインドローラで行ったため良質な締固め管理が行われた。 

 

 



分類区分 ③ 安全管理 

【担当出張所等：工務建専官０２】 

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル 工事における熱中症への取り組みについて 

工 事 名 国道17号和南津地区改良その３工事 

施 工 業 者 名 株式会社 種村建設 

報 告 者 名 山本 和男（やまもと かずお） ［監理技術者］ 

工 事 概 要 
道路土工 掘削 10,000m3 

カルバート工 1式  排水構造物工 1式  

 

報文概要 

 

・本工事では掘削に伴う土砂運搬作業時に交通誘導員の配置を必要とした。施工

時期が 6月～8月となり熱中症の危険が高まる時期である。よって避暑施設の設

置や発生時を想定した訓練を行い熱中症への取り組みを行った。 

 

実施内容 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

実施結果 

 

 

別紙、創意工夫等に関する実施状況 による。 

 

 

 別紙、創意工夫等に関する実施状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



/

（説明）

（添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

　本工事の大型車両誘導につき、現場出入口や回転場等に交通誘導警備員を配置し、

熱中症対策としてパラソル及び水分補給で対応していたが、車両誘導中は日差し下であり

体力的に過酷であったため、エアコン付き詰所を設置した。

効果・結果

工　事　名 国道１７号和南津地区改良その3工事

創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

　交通誘導員から日中の交通誘導が楽になったと評価され、熱中症の発生も無かった。

5 12

【誘導員休憩時】

【窓用エアコン】【誘導員詰所】

交通誘導員の熱中症対策として冷房施設の設置

項　　　目 創意工夫 評価内容 安全衛生

実施内容



/

（説明）

（添付図）

【←休憩施設設置状況】

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

　訓練する事により、緊急時には対応できるような対策ができたと考えられる。

ﾚｽｷｭｰﾍﾞﾝﾁ使用訓練状況】

実施内容 休憩施設にレスキューベンチを活用

　現場内に、避暑対策として設置した簡易テントの休憩施設に、ﾚｽｷｭｰﾍﾞﾝﾁを配置した。

急病人や負傷者発生の緊急事態の対応として、使用訓練を行い作業員全員が手軽に

使えるよう実施した。

効果・結果

創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

工　事　名 国道１７号和南津地区改良その3工事 9 12

項　　　目 創意工夫 評価内容 安全衛生



/

（説明）

ﾍﾙﾒｯﾄに貼付けた。

　工事関係者全員が情報伝達ミスを防ぎ、迅速に情報が伝達できる。

（添付図）

説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする

【作業員ﾍﾙﾒｯﾄに貼付け状況】

【QRコード情報】

実施内容 緊急時の個人情報をQRコードで活用

　従来事故等が発生した場合、個人情報を負傷者に聞くか新規入場者時に記入した書類

から情報を探すなど迅速な情報提供ができなかったため、カメラ付き携帯電話でQRコード

を読取り、救急隊員などに氏名・年齢・血液型・持病等など必要な情報を提供できるよう、

効果・結果

創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

工　事　名 国道１７号和南津地区改良その3工事 4 12

項　　　目 創意工夫 評価内容 安全衛生

【拡大】



分類区分 ⑦施工環境改善 

【担当出張所等：工務建専官０３】  

施 工 技 術 報 告               

報文タイトル トンネル切羽安定度の予測について 

工 事 名 国道８号柏崎トンネル（山岳部）工事 

施 工 業 者 名 安藤ハザマ・植木特定建設工事共同企業体 

報 告 者 名 三沢 良太（みさわ りょうた）〔現場代理人〕 

 

工 事 概 要 

トンネル掘削工、インバート工、覆工：Ｌ＝1,128ｍ(掘削Ｌ＝1,112ｍ) 

坑門工： 2箇所（起点側、終点側） 

トンネル仮設備工： 1式 

カルバート工：Ｌ＝25ｍ 

 

報文概要 

 

トンネル切羽安定度予測システムを用いて、削孔データに基づく前方の切羽評価

点の予測を行った。 

 

実施内容 

 

本トンネルでは、延長の約 7 割で長尺鏡ボルト（L=12.8m）が計画され

ていたので、この削孔データを有効に活用して切羽前方の地質性状を予

測し、施工にフィードバックした。 

 

実施結果 

 

長尺鏡ボルトの削孔において各種データ（削孔位置、削孔方向、削孔長、削孔速

度、削孔時の打撃圧等の機械データ）を収集し、このデータを TFS-learning に

より解析し、切羽前方の切羽評価点を予測できた。切羽前方の切羽評価点を予測

し、トンネル掘削前に地山等級を判定することにより、掘削箇所の支保パターン

や補助工法の選定にも活用できた。 

①  はじめに 

柏崎トンネルは、柏崎バイパスの西側に位置する全長1,128mの山岳トンネルであり

、掘削方式は主に機械掘削で一部区間のみ発破掘削となる。 

山岳トンネルの施工は、切羽面に削孔した発破孔に爆薬を装填する作業や鋼製支保

工を建込む作業が切羽面直下の作業となり、切羽面からの落石に対して危険が伴う。

本稿では、この危険を回避すべく実施した切羽前方の切羽評価点を予測する手法につ

いて報告する。 

②  本工事の課題 

山岳トンネルの施工は、切羽面に削孔した発破孔に爆薬を装填する作業や鋼製支保

工を建込む作業が切羽面直下の作業となり、切羽面からの落石に対して危険が伴う。

この危険を回避すべく切羽前方の切羽評価点を予測し、トンネル掘削前に地山等級を

判定することにより、掘削箇所の支保パターンや補助工法の選定にも活用できるよう

、精度よく前方を予測することが課題である。 

 

 



③  柏崎トンネルの地質について 

柏崎トンネルの起点側坑口部の地

質は、高含水比の土砂化した強風化凝

灰角礫岩が主体であることが想定さ

れ、トンネル掘削時に大量の湧水発生

や切羽が不安定になる恐れが懸念さ

れた。本トンネルでは延長の約7割に

長尺鏡ボルト（L=12.8m）が計画され

ていたことから、この長尺削孔データ

から切羽前方の切羽評価点を予測す

ることを試みた。（図-1,2）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

④  トンネル切羽安定度予測システムの概要 

山岳トンネル工事では、切羽作業の最中

に落石が作業員に激突する肌落ち災害が

たびたび発生しており、柏崎トンネルにお

いても、強風化岩が主体であるため同様な

危険が懸念された。 

(株)安藤・間は、このような掘削におけ

る危険を回避するべく、トンネル切羽安定

度予測システム「TFS-learning(Tunnel 

Face Stability calculate system by 

machine learning)」を開発しており、こ

のシステム（以下、TFS-learningと記す）

図-1 支保パターン図（ＤⅢa-2） 

図-2 柏崎トンネル地質縦断図 
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図-3  TFS-learning のシステム画面 



は発破孔の削孔時に得られる削孔データ（削孔位置、削孔方向、削孔長、削孔速度、

削孔時の打撃圧等の機械データ）を全ての発破孔にわたって収集して解析し、発破後

に露出する次の切羽の安定度を予測するものである。図-3に削孔データを基に切羽の

安定度を予測したTFS-learningのシステム画面を示す。 

⑤  長尺鏡ボルトへのTFS-learningの適用 

本トンネルでは，延長の約7割で長

尺鏡ボルト（L=12.8m）が計画されて

いたので、この削孔データを有効に

活用して切羽前方の地質性状を予測

し、施工にフィードバックすること

とした。 

TFS-learningは、削孔データから切

羽評価点を算出する数理モデルを構

築できるので、これを用いて、長尺

鏡ボルトの削孔データから切羽評価

点を算出すれば、切羽前方をより定

量的に評価できると考えた。長尺鏡

ボルトの削孔において各種データ 

（削孔位置、削孔方向、削孔長、削孔速度、削孔時の打撃圧等の機械データ）を収集

し、このデータをTFS-learningの数理モデルにより解析し、切羽前方の切羽評価点を

予測することを試みた。 

切羽前方の切羽評価点を精度よく予測できれば、トンネル掘削前に地山等級を判定

することにより、掘削箇所の支保パターンや補助工法の選定にも活用できる。 

柏崎トンネルの鏡ボルト施工による切羽安定度の予測については、図-4に示す。 

⑥  適用結果 

 切羽前方の切羽評価点を予測し、

トンネル掘削前に切羽前方の地山等

級を判定して、掘削箇所の支保パタ

ーンや補助工法の選定に活用した。

また、切羽の不安定箇所に対して、

鏡吹付けコンクリート等の肌落ち防

止対策工を迅速かつ的確に実施でき

た。さらに、切羽安定度の予測結果

は、切羽作業員に対する不安定箇所

の注意喚起等に活用したため、切羽

作業員の安全意識向上に繋がった。

（写真-1・2、図-5） 

図-4 鏡ボルトで予測した切羽安定度の一例 

写真-1 鏡ボルト施工状況 



TFS-learningが予測した切羽評価点

と、現場職員が観察した切羽評価点の

相関図を図-6に示す。予測切羽評価点

と観察切羽評価点の相関係数は0.81で

あり、非常に良い相関関係があること

が分かる。 

一方、切羽前方探査の一般的な評価

指標である削孔エネルギーと観察切羽

評価点の相関図を図-7に示す。削孔エ

ネルギーと観察切羽評価点の相関係数

は0.57であり、ある程度の相関関係は

見られるものの、TFS-learningの予測

結果よりも劣っている。 

以上から、従来の削孔検層と比較し

ても、TFS-learningは精度良く切羽前

方の地質性状を予測することができ

るといえる。 

⑦  まとめ 

柏崎トンネルは、平成30年7月に坑

口付けを行った後に掘削を開始し、令

和2年7月に無事に貫通した。起点側坑

口部では、高含水比の軟弱地山の掘削

であったが、長尺鏡ボルトの削孔デー

タから切羽評価点を予測することや

各種の湧水対策を実施し、施工の安全性を確保して無事に貫通することができた。 

 

 

写真-2 予測結果周知状況 

図-6 予測切羽評価点と観察切羽評価点の

相関係数 

図-7 削孔エネルギーと観察切羽評価点の

相関係数 

図-5 柏崎トンネルでのシステム画面 


